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　本校は平成21年10月に宮城工業高等専門学校と仙台電波工業高等専門学

校が統合されて一つになったスーパー高専です。宮城高専は47年の歴史、仙

台電波高専は39年、その前身の東北無線電信講習所も数えると67年の歴史

をもち、これまで沢山の優れた卒業生を輩出してきました。この４月から新し

い高専の１年生が入学し、名実共に新たな門出となりましたが、このように２

つの高専が統合されたスーパー高専は全国に４つしかなく、その発展が期待

され注目されています。

　統合によって学科数を２つ減らして時代に適合した７学科構成に改めると

共に、専攻科を強化して定員を約２倍に拡張しました。また、３つのセンター

（地域イノベーションセンター、CO-OP教育センター、ICT先端開発センター）

を設立し、地域社会との連携、地域貢献、人材育成等を目指しています。

　資源の少ない日本が、国を支え、さらに世界に貢献していく国になるために

は科学技術創造立国しかありませんが、その中核を支えるのは実践力や創造

力のある技術者です。それもこれからの新たな技術に柔軟に対応できる基礎

と応用力を持ち、何よりも人間性豊かな人材が必要不可欠で、それを育てる

のがこの仙台高等専門学校の理念です。

　今後、いよいよ激しい国際競争の時代になっていくと思います。これに打ち

勝っていける実力を養うと共に社会に出た時はリーダーとして人を引っ張っ

ていける人材になることが期待されています。そのためには実践的専門を学

ぶと同時に一般教養や人間性をも学ぶ必要があります。このように考えると

高専準学士課程の５年間あるいはその上の専攻科も入れた７年間は短かす

ぎるとも言える期間ですが、単に知識を学ぶだけでなく、密度の高い教育に

よって在学中に真の実力や人間性を養うと共に、卒業後も向上し続ける人材

の育成を目指しています。

高度化再編した
仙台高等専門学校とその理念

仙台高等専門学校　校長

内 田  龍 男

中央教育審議会答申「高等専門学校教育の充実について
－ものづくり技術力の継承・発展とイノベーションの創出を目指して－」の概要
１．高等専門学校教育の現状と社会経済環境の変化
　　○高等専門学校は、中学校卒業後からの５年一環の準学士課程とそれに続く２年間の専攻科での実践的教育により、実

践的・創造的な技術者を養成

　　○卒業生の高い就職率・求人倍率に見られるように、社会から高く評価

　　○社会経済環境の変化:高等教育のユニバーサル化、技術の高度化、15歳人口の減少、理科への関心の薄れ、進学率の上

昇、地域連携強化の必要性の高まり、行財政改革の進展

２．高等専門学校教育の充実の方向性
　【基本的考え方】

　　○それぞれの高等専門学校が自主的・自立的改革に不断に取組み、社会経済環境の変化に積極的に対応

　　○中堅技術者の養成から、幅広い場で活躍する多様な実践的・創造的技術者の養成へ

　　○多様な高等教育機関のうちの一つとして本科・専攻科の位置付けを明確に

　　○産業界や地域社会との連携を強化し、ものづくり技術力の継承・発展を担いイノベーション創出に貢献する技術者等

の輩出へ

　【具体的方策】

　　①教育内容・方法等の充実

　　　毅地域の産業界等との幅広い連携の促進、「共同教育」の充実

　　　毅一般教育の充実

　　　毅技術科学大学との連携の強化

　　　毅自学自習による教育効果も考慮した単位計算方法の活用

　　　毅退職技術者を含む企業人材等の活用

　　②入学者の確保及び多様な学生への支援

　　③大学への編入学者増加への対応

　　④教育基盤の強化

　　　毅教員等の確保、FDの実施等、施設・設備の更新・高度化、事務部門強化、財政支援の充実

　　⑤教育研究組織の充実

　　　毅科学技術の高度化等に対応した学科のあり方の見直し

　　　毅工業・商船以外の新分野への展開

　　　毅地域のニーズを踏まえた専攻科の整備・充実等

　　　毅地域と連携しつつ国立高等専門学校の再編・整備について検討

　　⑥高等専門学校の新たな展開

　　　毅公立の専門高校や大学校等を基に新たな公立高等専門学校を設置する可能性を含め、潜在的需要を発掘し、需要が

ある場合には支援方策等について検討

　　⑦社会との関わりの強化

　　　毅留学生受入れ、教員の海外派遣、海外技術協力など国際的な展開の推進

　　　毅広報活動強化による認知度向上、共同研究の推進、公開講座等の展開

平成20年12月24日
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校　校長

龍 男

宮城高専・情報デザイン学科 平成21年３月卒業生

齋　明日美

校歌
新たな時代を切り開く高専の夢と意気込み、
そして未来へ躍進する姿を明るく、力強く、格調高く表現
１. 仰ぐ秀麗　蔵王の峰よ

 萌ゆる若葉（みどり）に　心も躍る

 自治の旗風（はたかぜ）　あざやかに

 たゆまぬ努力で　叡智を磨く

 友よ究めん　科学の真理

 ああ　仙台高専　夢呼ぶ我ら

校章
心のある技術者、そして、心に訴えるものづくりができる人材を
育ててほしいという思いを込めて「心」を図案化

２. 名取・広瀬の　ふたつの川も

 ひとつになりて　大海原へ

 友愛（あい）を奏でる　波の音

 溢れる情熱（おもい）は　世界をめぐる　

 友よ語らん　我らの使命

 ああ　仙台高専　漲（みなぎ）る力

３. 高き理想と　鍛えし技で

 宮城（ここ）を要に　花咲く文化

 新たな息吹　頬（ほほ)にうけ

 豊かな創造　時代を拓（ひら）く

 友よ学ばん　希望に燃えて

 ああ　仙台高専　輝く未来

保岡 直樹  作詩　　江村 玲子  作曲

■デザイン
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設立理念
　現在、社会から高専に期待されている「中堅技術者の養成から、幅広い場で活躍する実践的・創造的技術者の養成へ」に応えるため

に、２工学系７学科・専攻科２専攻及び３センターから構成される仙台高等専門学校の教育研究上の理念を下記のように設定する。

「高度に複合化した産業界で技術開発の中核を担う実践的・創造的な能力を有し、次世代のも
のづくり技術者として国際的に通用する、人間性豊かな人材の養成を通じて、科学技術と人間
社会の調和的発展に寄与する。」

教育目的

機械システム工学科
　機械工学に関する確

かな基礎力と、未来社会

を担う電気・材料分野を

融合した新機械工学分

野に対する応用力を備え

た、エンジニアリングデ

ザイン能力の高い機械

系技術者の養成を目的と

する。

電気システム工学科
　電気工学の基礎と技

術の習得により、多岐に

亘る応用分野を互いに

関連づけながら総合的

に支え発展させると共

に、工学技術者として社

会に貢献する人材の養

成を目的とする。

マテリアル環境工学科
　マテリアル・環境の講

義・実験を通して、環境に

視点を持ち、多様なマテ

リアル開発や工業製品へ

の応用の素養をもつ技術

者の養成を目的とする。

建築デザイン学科
　建築耐震構造の安全性など災害への

対応、高齢化社会及び障害者バリアフ

リーなど社会環境整備への対応、地方中

小都市活性化への対応、環境共生・エネ

ルギー問題への対応など、社会の要求が

高度化している状況の中で、建築学に基

礎を置き、住まいから都市に至る住環

境・社会環境のプランニング＆デザイン

を行うための基礎知識と基礎技術を身

につけた技術者の養成を目的とする。

■学科の教育上の目的

生産システムデザイン工学系

知能エレクトロニクス工学科
　インテリジェント（知能）化が進むエレクト

ロニクス機器の動作原理を理解するととも

に、それらを開発するために必要とされる

各種要素技術について幅広く学修し、ハー

ドウェアを主体としてソフトウェアも充分に

活用できる技術者の養成を目的とする。

情報システム工学科
　コンピュータシステムの基礎

から応用技術までを学修し、世界

中に拡がる情報を人々の生活に

活用できる能力を有する技術者

の養成を目的とする。

情報ネットワーク工学科
　社会活動や人々の生活を支える最先端の

情報ネットワークの構造と仕組みを、電気通

信技術・ネットワーキング技術・ネットワーク

システム技術の3つの柱のもとバランスよく

学修し、情報ネットワークの設計・構築・運用・

応用ができる技術者の養成を目的とする。

情報電子システム工学系

平成22年度からの入学生

生産シ
　人類

れない

な技術

デザイ

国際的

■専攻

材料工
　多様

社会的

料科学

を設計

を育成

平成22年度からの入学生

電子工
　電子

イス等

ハード

せ、電子

きる創造

04



生産システム工学専攻
　人間と環境との調和を重

視し、複数領域の技術を融

合して、社会が必要とする

新技術の開発と高度な生産

システムを構築・発展させ

ることができる技術者を育

成する。

建築・情報デザイン学専攻
　人間と環境との調和を重

視し、複数領域の技術を融

合して、社会が必要とする

空間やモノのデザインと高

度な建築・情報システムを

構築・発展させることができ

る技術者を育成する。

電子システム工学専攻
　電子デバイス、電子機器、

制御システム及びその融合

技術に精通し、人間･社会･

環境等に優しい製品開発に

関与できる能力と、問題解

決能力を有する創造的なエ

ンジニアの育成を目指す。

情報システム工学専攻
　コンピュータのソフトウェ

ア･ハードウェア･通信シス

テム及びその融合技術に精

通し、人間･社会･環境等に

優しい製品開発に関与でき

る能力と、問題解決能力を

有する創造的なエンジニア

の育成を目指す。

機械工学科
　融合技術に対応できる技術的･学問

的素養を持ち、かつ、科学技術が社会

環境に及ぼす影響や技術者の責任を

念頭に置いて製品の開発等ができる

人材を育成する。

電気工学科
　電気工学関連分野の基幹技術と各

種の工業技術を総合することにより、産

業全般にわたる技術革新と、そこから

始まる人々の生活の質の向上に寄与で

きる実践力に富む技術者を育成する。

建築学科
　建築に関する基礎知識と基礎技術

を身につけ、質の高い住空間、社会環

境の創造に携わる公平公正な実践的

技術者を育成する。

るため
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のも
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入学生

生産システムデザイン工学専攻
　人類と自然が調和した社会の実現に資する、分野にとらわ

れない技術の複合･融合化や、全ての工程を見通した総合的

な技術革新に携わることのできる、高度なエンジニアリング

デザイン能力を身につけた、持続可能な社会を創造できる

国際的に通用する技術者の養成を目指す。

■専攻科の教育上の目的

平成22年度からの入学生

情報電子システム工学専攻
　最先端の情報・電子製品を構成している情報システム・電

子システム及びその融合技術に精通し、人間・社会・環境等

に優しい技術開発に関与できる高度なエンジニアリングデ

ザイン能力を身につけた、ものづくり日本の伝統を継承でき

る国際的に通用する技術者の養成を目指す。

平成22年度からの入学生

材料工学科
　多様化する新時代の材料工学への

社会的要請に対処して、基礎となる材

料科学を理解し、付加価値の高い材料

を設計･開発･製造･保全できる技術者

を育成する。

情報デザイン学科
　情報分野とデザイン分野の幅広い

知識・能力を持ち、社会が求めている

人間や自然にやさしい「モノ」や「シス

テム」を生み出すことのできる専門技

術者を育成する。

情報通信工学科
　多様な情報通信技術の基本的な機

能や原理を理解し、情報処理･コン

ピュータネットワーク技術、伝送技術、

情報通信の分野に貢献できる創造的

なエンジニアの育成を目指す。

平成２１年度までの入学生

平成２１年度までの入学生

入学生

電子工学科
　電子機器や電子回路及び光･電子デバ

イス等の基本的な機能や原理を理解し、

ハードウェアとソフトウェア技術を融合さ

せ、電子機器や電子システム開発に貢献で

きる創造的なエンジニアの育成を目指す。

電子制御工学科
　多様な電子制御技術の基本的な機

能や原理を理解し、ロボットなどを制

御する技術を応用して、福祉やエネル

ギー･環境問題に貢献できる創造的な

エンジニアの育成を目指す。

情報工学科
　コンピュータの仕組みとそれを利用

するための知識と技術を修得し、情報シ

ステムを設計･構築･運用･応用するな

ど、情報技術の専門家として貢献できる

創造的なエンジニアの育成を目指す。
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JABEE修了証書授与式

JABEE認定教育プログラム 全
　学問を教える工学教育から、技術者を育てる技術者教育への転換を実現し、かつ

日本の技術水準を国際水準に整合させる目的で、日本技術者教育認定機構（JABEE）

が設立されました。この制度は、平成13年度から始まり、３大学が認定を受けました。

平成14年度は全国の23大学・高専専攻科、32プログラムが認定されました。宮城高専

専攻科と仙台電波高専専攻科は平成14年度に東北の大学、全国の高専専攻科では最

初に認定を受けました。これにより、両校の教育システム・卒業生の能力が大学と同

等であることが国際的に認められました。

高専の学校制度
　下図は、学校制度における、高専の学科（準学士課程）及び高専専攻

科（専攻科課程）の位置付けを表しています。

中学校卒業者は、高専（準学士課程）への入学の資格があります。
高校卒業者は、高専（準学士課程）への編入の資格があります。
高専（準学士課程）卒業者は、大学への編入の資格があります。
高専（準学士課程）卒業者は、高専の専攻科課程に進学する資格
があります。
専攻科課程を修了して「学士」を得た者は、大学院への入学資
格があります。 中学校

高等学校
高専（準学士課程）

専攻科課程

社会
産業界

大学

修士課程

博士課程
大学院

（博士）

（修士）

（学士）

（準学士）

（学士）

大学院

編入学

編入学

進学

「生産システムデザイン工学」プログラム
　宮城高専専攻科の「生産システムデザイン工学」プログラム

は平成14年度から工学（融合複合・新領域）関連分野で、JABEE

認定を受けました。

■日本技術者教育認定機構（JABEE）認定の教育プログラム

名取キャンパス

情報電子システム工学プログラム
　仙台電波高専専攻科の「電子情報システム工学プログラム」

は平成14年度から工学（電気・電子・情報通信およびその関連

分野）で、JABEE認定技術者教育プログラムとして認定されまし

た。そして平成22年３月に、名称が「情報電子システム工学プロ

グラム」に変更されました。

広瀬キャンパス

■北海

　函館
　苫小
　釧路
　旭川

■近畿

　舞鶴
　明石
　奈良
　和歌
　大阪
　神戸
　近畿

佐世保
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書授与式

全国高等専門学校分布図

士）

グラム」

の関連

れまし

学プロ

■北海道

　函館
　苫小牧
　釧路
　旭川

■東北

　八戸
　一関
　仙台
　秋田
　鶴岡
　福島

■関東信越

　茨城
　小山
　群馬
　木更津
　東京
　長岡
　長野
　東京都立産業技術
　サレジオ

■東海北陸

　富山
　石川
　福井
　岐阜
　沼津
　豊田
　鳥羽商船
　鈴鹿
　金沢

■近畿

　舞鶴
　明石
　奈良
　和歌山
　大阪府立
　神戸市立
　近畿大学

■中国

　米子
　松江
　津山
　広島商船
　呉
　徳山
　宇部
　大島商船

■四国

　阿南
　香川
　新居浜
　弓削商船
　高知

■九州

　久留米
　有明
　北九州
　佐世保
　熊本
　大分
　都城
　鹿児島
　沖縄

函館

苫小牧

旭川

釧路

八戸

秋田

一関
鶴岡

仙台

長岡

福島

小山

茨城
群馬

東京

木更津
沼津

長野

東京都立産業技術

富山

サレジオ

石川
金沢
福井

岐阜

豊田
鈴鹿

鳥羽商船

国立高専

公立高専

私立高専

神戸市立
大阪府立

大島商船

広島
商船

弓削
商船

近畿大学

奈良

舞鶴

和歌山阿南

明石

米子

津山

香川

高知

新居浜

松江

呉
徳山宇部

大分

北九州
久留米

佐世保

熊本

鹿児島

有明

都城

沖縄

高専機構本部

熊本キャンパス

高松
キャンパス

詫間
キャンパス

八代キャンパス

射水キャンパス
本郷キャンパス

広瀬キャンパス
名取キャンパス
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教育体制
■平成２２年度からの入学生

歴

・生産システムデザイン工学系 ・生産システムデザイン工学専攻
学科 専攻科

生産システムデザイン工学専攻

総合科学系（一般科目・各学科共通科目）

情報電子システム工学専攻

機械システム工学科
電気システム工学科
マテリアル環境工学科
建築デザイン学科

生産システム工学コース
建築デザイン学コース
情報デザイン学コース

知能エレクトロニクス工学科
情報システム工学科
情報ネットワーク工学科

情報電子システム工学コース

・生産システムデザイン工学系 ・生産システムデザイン工学専攻

・情報電子システム工学系 ・情報電子システム工学専攻

・情報電子システム工学系 ・情報電子システム工学専攻

　下図は、本校の教育体制（平成22年度か

らの入学生）における準学士課程（機械シス

テム工学科、電気システム工学科、マテリア

ル環境工学科、建築デザイン学科、知能エレ

クトロニクス工学科、情報システム工学科、

情報ネットワーク工学科、及び総合科学系）

と、専攻科課程（生産システムデザイン工学

専攻，情報電子システム工学専攻）の関係を

表しています。

専攻科課程
（２年間）

準学士課程
（５年間）

機械
システム
工学科

知能
エレクトロニクス
工学科

情報
システム
工学科

情報
ネットワーク
工学科

電気
システム
工学科

マテリアル
環境
工学科

建築
デザイン
学科

■平成２１年度までの入学生及び平成２４年度までの編入学生・平成２３年度までの留学生

学科 専攻科

生産システムデザイン工学専攻

総合科学系（一般科目・各学科共通科目）

情報電子システム工学専攻

機械工学科
電気工学科
建築学科
材料工学科

情報デザイン学科

生産システム工学コース
建築デザイン学コース
情報デザイン学コース

情報通信工学科
電子工学科

電子制御工学科
情報工学科

情報電子システム工学コース

　下図は、本校の教育体制（平成21年度ま

での入学生）における準学士課程（機械工学

科、電気工学科、建築学科、材料工学科、情報

デザイン学科、情報通信工学科、電子工学

科、電子制御工学科、情報工学科、及び総合

科学系）と、平成22年度から入学する専攻

科課程（生産システムデザイン工学専攻、情

報電子システム工学専攻）の関係を表して

います。

専攻科課程
（２年間）

準学士課程
（５年間）

機械工
学科

電気工
学科

建築
学科

材料工
学科

情報
デザイン
学科

情報
通信工
学科

電子工
学科

電子
制御工
学科

情報工
学科

■仙台

歴代校

■宮城

歴代校

名誉教

代数
初　代
第２代
第３代
第４代

八　
酒　
水　
山　
古　
廣　
小　
石　
伊　
斉　
早　
山　
矢　

■仙台

歴代校

名誉教

代数
初　代
第２代
第３代

髙　
梅　
中　
横　
山　
古　
長　

代数
初　代
第２代
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歴代校長・名誉教授

年度か

械シス

テリア

能エレ

工学科、

科学系）

ン工学

関係を

報
ワーク
科

年度ま

械工学

科、情報

子工学

び総合

る専攻

専攻、情

表して

報工
学科

平成22年４月２日現在

■仙台高等専門学校

歴代校長 名誉教授

■宮城工業高等専門学校

歴代校長

名誉教授

代数 歴代校長名 在任期間
初　代 黒　川　利　雄 昭和38年４月１日
第２代 鈴　木　廉三九 昭和38年４月２日～昭和51年４月１日
第３代 河　上　房　義 昭和51年４月１日～昭和58年４月１日
第４代 山　口　　　格 昭和58年４月１日～平成元年３月31日

代数 歴代校長名 在任期間
第５代 矢　澤　　　彬 平成元年４月１日～平成７年３月31日
第６代 斉　藤　正三郎 平成７年４月２日～平成12年３月31日
第７代 四ツ柳　隆　夫 平成12年４月２日～平成19年３月31日
第８代 宮　城　光　信 平成19年４月１日～平成21年９月30日

氏名 称号授与年月日
八　巻　壽　亮 昭和53年４月１日
酒　井　　　昇 昭和62年４月１日

氏名 称号授与年月日
早　坂　　　茂 平成７年４月１日
有　川　　　晋 平成８年４月１日

氏名 称号授与年月日
山　田　哲　義 平成15年４月１日
百　瀬　　　丘 平成17年４月１日

水　谷　　　敏 昭和63年４月１日
山　口　　　格 平成元年４月１日

鈴　木　昭　逸 平成８年４月１日
桑　原　隆　夫 平成９年４月１日

丹　野　浩　一 平成17年４月１日
庄　司　　　彰 平成18年４月１日

古　市　慶一郎 平成２年４月１日
廣　野　周　一 平成２年４月１日

木　村　  　 茂 平成９年４月１日
渡　辺　 　  宏 平成10年４月１日

唐　澤　信　司 平成18年４月１日
四ツ柳　隆　夫 平成19年４月１日

小　枝　昌　造 平成４年４月１日
石　井　　　浩 平成５年４月１日

阿　部　邦　利 平成12年３月16日
千　葉　胤　明 平成12年３月27日

松　浦　　　眞 平成19年４月１日
池　田　千　里 平成19年４月１日

伊　藤　繁　巳 平成５年４月１日
斉　藤　克　己 平成６年４月１日

斉　藤　正三郎 平成12年４月１日
岡　田　將　彦 平成12年４月１日

佐々木　悊　彦 平成20年４月１日
澁　谷　純　一 平成20年４月１日

早　坂　高　則 平成６年４月１日
山　田　哲　男 平成６年４月１日

大　泉　智　壽 平成14年４月１日
小　野　堯　之 平成15年４月１日

田　口　　　収 平成20年４月１日
吉　田　光　彦 平成21年４月１日

矢　澤　　　彬 平成７年４月１日 坂　本　政　　 平成15年４月１日

■仙台電波工業高等専門学校

歴代校長

名誉教授

代数 歴代校長名 在任期間
初　代 角　川　　　正 昭和46年４月１日～昭和49年12月21日
第２代 平　原　榮　治 昭和50年４月３日～昭和58年３月31日
第３代 髙　橋　　　正 昭和58年４月３日～平成２年３月31日

代数 歴代校長名 在任期間
第４代 山　田　竹　實 平成２年４月１日～平成９年３月31日
第５代 渡　辺　英　夫 平成９年４月１日～平成17年３月31日
第６代 宮　城　光　信 平成17年４月２日～平成21年９月30日

氏名 称号授与年月日
髙　橋　　　正 平成２年８月16日
梅　津　英　彦 平成２年８月16日

氏名 称号授与年月日
宮　城　　　篤 平成13年４月１日
中　林　　　撰 平成15年４月１日

氏名 称号授与年月日
今　野　　　眞 平成19年４月１日
浅　見　誠　治 平成19年４月１日

中　川　一　郎 平成３年５月27日
横　田　慎　一 平成８年４月１日

竹　内　登志男 平成15年４月１日
根　岸　幸　康 平成16年４月１日

服　部　正　行 平成19年４月１日
福　島　正　忠 平成19年４月１日

山　田　竹　實 平成９年４月１日
古　谷　恒　雄 平成10年４月１日

三　浦　幹　雄 平成16年４月１日
渡　辺　英　夫 平成17年４月１日

鹿　股　昭　雄 平成20年４月１日
熊　谷　正　純 平成21年４月１日

長　島　富太郎 平成12年４月１日 細　川　幸　也 平成17年４月１日

代数 歴代校長名 在任期間
初　代 宮　城　光　信 平成21年10月１日～平成22年３月31日
第２代 内　田　龍　男 平成22年４月２日～

氏名 称号授与年月日
宮　城　光　信 平成22年４月１日
花　熊　克　友 平成22年４月１日
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■特　

沿革
　我が国の産業のめざましい発展と科学技術の著しい高度化に伴い、有為な技術者の養成が社会の各方面から強く要望され、昭

和36年の学校教育法の一部改正により、高等教育機関として新たに中学校卒業程度を入学資格とする５年制の高等専門学校制

度が発足しました。現在、51国立高専と４公立高専、３私立高専が設置されています。

　本校は、宮城工業高等専門学校と仙台電波工業高等専門学校とを高度化再編し、平成21年10月１日に仙台高等専門学校（名取

キャンパス・広瀬キャンパス）として設置したものです。

　仙台高等専門学校（国立仙台高専）では、大括りの２工学系の中にそれぞれ複合技術分野の学科及び専攻科を設置し、準学士

課程の充実と専攻科の拡充、社会人キャリアアップコースの設置による地域人材育成推進を図るとともに、地域連携・地域貢献の

中心となるセンターを整備しています。

  ２キ
　名

富な

創造

　  入学
　科

学士

を取

　  地域
　地

への

宮城工業高等専門学校 仙台電波工業高等専門学校

学科

機械
情報

昭和43年度 金属工学科を新増設

昭和61年度 金属工学科を材料工学科に改組

平成３年度 ２専門履修コース設置

平成10年度 専攻科を設置　生産システム工学専攻
　　　　　　　建築・情報デザイン学専攻

平成15年度 JABEE認定 生産システムデザイン工学プログラム
 ―工学（融合複合・新領域）分野―

JABEE認定 電子情報システム工学プログラム
 ―電気・電子・情報通信及びその関連分野―
 （平成22年３月に名称が「情報電子システム工学プログラム」に変更）

平成５年度 情報デザイン学科を増設

平成16年度 独立行政法人国立高等専門学校機構
宮城工業高等専門学校となる

平成17年度 機関別認証評価認定

独立行政法人国立高等専門学校機構
仙台電波工業高等専門学校となる

機関別認証評価認定

昭和38年４月１日 宮城工業高等専門学校設置
機械工学科、電気工学科、建築学科

昭和24年５月31日 国立仙台電波高等学校となる

昭和52年度 電波通信学科１学級を電子工学科に改組

昭和53年度 情報工学科を新設

昭和60年度 電子制御工学科を新設

平成元年度 電波通信学科を情報通信工学科に改称

専攻科を設置　電子システム工学専攻
　　　　　　　情報システム工学専攻

昭和46年４月１日 仙台電波工業高等専門学校となる
電波通信学科（２学級）

昭和18年１月22日

平成21年10月１日

（財）東北無線電信講習所設置

仙台高等専門学校

宮城工業高等専門学校と仙台電波工業高等専門学校を高度化再編し、仙台高等専門学校を設置
学　科／機械システム工学科、電気システム工学科、マテリアル環境工学科、建築デザイン学科、
　　　　知能エレクトロニクス工学科、情報システム工学科、情報ネットワーク工学科
専攻科／生産システムデザイン工学専攻、情報電子システム工学専攻

■宮

■

専攻

生産

●地

10



■特　徴

され、昭

学校制

校（名取

準学士

貢献の

  ２キャンパス・７学科の豊富な学科構成
　名取キャンパスの生産システムデザイン工学系４学科と、広瀬キャンパスの情報電子システム工学系３学科とによる豊

富な学科構成となっており、工学基礎力と融合複合領域への技術的･学問的素養を兼ね備えた、幅広い場で活躍する実践的･

創造的技術者を養成します。

　  入学定員を大幅に拡張した専攻科
　科学技術の進展が急速な社会で、国際的に活躍できる高度な実践的技術者を養成するために、高等専門学校の５年間の準

学士課程の上に、入学定員70名の専攻科が設置されています。２年間の専攻科課程を修了後は、大学卒と同等の学士（工学）

を取得することができます。

　  地域と社会に貢献する３つのセンター
　地域社会との連携･地域貢献の核となる３つのセンターを設置し、地域の産業界との共同研究や技術相談、企業人材教育

への協力、企業技術者と連携した高専教育の推進、地域の理科教育支援を強化し、地域と社会の発展に貢献します。

学科（入学定員200人）

機械工学科　電気工学科　建築学科　材料工学科
情報デザイン学科

―
更）

再　　　　編／平成21年10月
学生受入開始／平成22年４月

・教育の質の向上
・地域産業界との連携強化
・高専広域連携の核

■宮城工業高等専門学校

■仙台高等専門学校

学科（入学定員280人）

機械システム工学科　電気システム工学科　マテリアル環境工学科　建築デザイン学科
知能エレクトロニクス工学科　情報システム工学科　情報ネットワーク工学科

地域人材開発本部

地域イノベーションセンター　CO-OP教育センター　ICT先端開発センター

専攻科（入学定員70人）

生産システムデザイン工学専攻　情報電子システム工学専攻

専攻科（入学定員20人）

生産システム工学専攻　建築・情報デザイン学専攻

●地域共同テクノセンター ●地域連携テクノセンター

学科（入学定員160人）

情報通信工学科　電子工学科　電子制御工学科
情報工学科

■仙台電波工業高等専門学校

専攻科（入学定員16人）

電子システム工学専攻　情報システム工学専攻

高度化再編
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教
■定員

校長

１

役

校長

事務部

総務課

学務課

施設課

副校長
名取キ

副校長

副校長

副校長

副校長
地域イ

名取キ

総合科

総合科

機械シ

電気シ

マテリ

建築デ

情報デ

生産シ

CO-O

組織図

副校長（総務担当）
名取キャンパス担当

副校長（教務担当） 名取キャンパス担当

副校長（学生担当） 名取キャンパス担当

副校長（寮務担当） 名取キャンパス担当

は名取キャンパス

は広瀬キャンパス

はキャンパス共通

副校長（研究・産学連携担当） 名取キャンパス担当

電子計算機室長
学生相談室長
創造教育センター長

情報基盤センター長
学生相談室長
キャリア支援室長
特別支援教育推進室長

名取キャンパス図書館長

総合科学系文科長

総合科学系理数科長

機械システム工学科長

電気システム工学科長

マテリアル環境工学科長

建築デザイン学科長
校　長

評価室長

情報広報室長

国際交流室長

高度情報化推進室長

研究企画室長

副校長（総務担当）
広瀬キャンパス担当

副校長（教務担当） 広瀬キャンパス担当

副校長（学生担当） 広瀬キャンパス担当

副校長（寮務担当） 広瀬キャンパス担当

副校長（研究・産学連携担当） 広瀬キャンパス担当

広瀬キャンパス図書館長

総合科学系長

知能エレクトロニクス工学科長

生産システムデザイン工学専攻長

情報電子システム工学専攻長

地域イノベーションセンター長  生産技術部門

地域イノベーションセンター長  電子情報部門

CO-OP教育センター長

ICT先端開発センター長

副センタ－長

副センタ－長

副センタ－長

副センタ－長

総務課長

管理課長

学務課長

学生課長

施設課長

課長補佐

課長補佐

課長補佐

課長補佐

課長補佐 専門員 建築係 設備係 電気係 施設管理係

教務係  学生支援係  学生生活係

学務係  入試係  学生係

財務係  契約係

総務係 人事・労務係 学術・情報係

企画運営係企画室長

専攻科長

地域人材開発本部長

事務部長

教育研究技術支援室長

教育研究技術支援室長

第一班長

第二班長

第三班長

第一班長

第二班長

情報システム工学科長

情報ネットワーク工学科長

技術長
広瀬キャンパス担当

技術長
名取キャンパス担当

副技術長
名取キャンパス担当

会計係

庶務係 図書・情報係

施設係

研究支援係 連携・国際交流係
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教職員の定員・現員
平成22年４月２日現在

平成22年４月２日現在

■定員

校長

１
教授

64
准教授

63
講師

０
助教

13
小計

141
職員

90
合計

231

■現員

校長

１
教授

55
准教授

59
講師

０
助教

22
小計

137
職員

91
合計

228

役職員

校長 内　田　龍　男

事務部長 及　川　洋　輝

総務課長 星　　　雄　藏

学務課長 松　本　仁　一

施設課長 安孫子　俊　一

副校長（総務担当）・地域人材開発本部長
名取キャンパス教育研究技術支援室長 丹　野　　　顯

副校長（教務担当）・教務主事 石　山　純　一

副校長（学生担当）・学生主事 佐々木　典　彦

副校長（寮務担当）・寮務主事 伊　藤　昌　彦

副校長（研究・産学連携担当）
地域イノベーションセンター長 内　海　康　雄

名取キャンパス図書館長 千　葉　正　昭

総合科学系文科長 武　田　　　淳

総合科学系理数科長 徳　能　　　康

機械システム工学科長・機械工学科長 松　谷　　　保

電気システム工学科長・電気工学科長 櫻　庭　　　弘

マテリアル環境工学科長・材料工学科長 鈴　木　吉　朗

建築デザイン学科長・建築学科長 飯　藤　將　之

情報デザイン学科長 本　郷　　　哲

生産システムデザイン工学専攻長 遠　藤　　　昇

CO-OP教育センター長 櫻　井　　　宏

管理課長 鈴　木　芳　男

学生課長 齋　藤　雅　樹

企画室長 志　田　　　享

副校長（総務担当）・専攻科長・情報広報室長
広瀬キャンパス教育研究技術支援室長 加　藤　　　靖

副校長（教務担当）・教務主事 逢　坂　雄　美

副校長（学生担当）・学生主事 佐　藤　公　男

副校長（寮務担当）・寮務主事 野　田　泰　久

羽　賀　浩　一

広瀬キャンパス図書館長

副校長（研究・産学連携担当）

藤　木　なほみ

総合科学系長・総合科学科長 逢　坂　雄　美

知能エレクトロニクス工学科長 馬　場　一　隆

情報システム工学科長 高　橋　　　薫

情報ネットワーク工学科長・情報工学科長 脇　山　俊一郎

情報通信工学科長 藤　木　なほみ

電子工学科長 小野寺　重　文

電子制御工学科長 大　泉　哲　哉

情報電子システム工学専攻長 竹　茂　　　求

ICT先端開発センター長 菅　谷　純　一

ャンパス

ャンパス

パス共通

係

書・情報係

際交流係
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危機管理委員会

運営組織図
企画調整会議

専攻科会議

運営会議校　長

運
営
諮
問
会
議

教員人事委員会

入学試験委員会

卒業等認定会議

賞罰委員会

総務企画室

教育研究技術支援室 キャンパス教育研究技術支援室運営委員会

事務部

評価室

情報広報室

国際交流室

高度情報化推進室

研究企画室

・ キャンパス国際交流委員会

・ キャンパス評価部会
・ キャンパス改善部会
・ キャンパスFD部会

・ キャンパス情報ネットワーク委員会

・ 人間対象研究倫理委員会
・ 知的財産委員会

名取キャンパス学生支援室

名取キャンパス寮生支援室

名取キャンパス教育企画室 
　・ 専攻科部会
　・ JABEE検討部会
　・ e-ラーニング部会

名取キャンパス教員人事委員会
名取キャンパスハラスメント防止対策委員会
名取キャンパス防災対策委員会
名取キャンパス安全衛生委員会
名取キャンパス学生相談室
名取キャンパス図書委員会
電子計算機室
創造教育センター運営委員会

名取キャンパス運営会議

名取キャンパス教員会議

学科会議  専攻会議

地域人材開発本部運営委員会
　・ 地域イノベーションセンター運営委員会
　・ CO-OP教育センター運営委員会
　・ ICT先端技術開発センター運営委員会

広瀬キャンパス学生支援室

広瀬キャンパス寮生支援室
　・ 南寮管理運営委員会

広瀬キャンパス教育企画室 
　・ 専攻科部会

広瀬キャンパス教員人事委員会
広瀬キャンパスハラスメント防止対策委員会
広瀬キャンパス防災対策委員会
広瀬キャンパス安全衛生委員会
広瀬キャンパス学生相談室
広瀬キャンパス図書委員会
情報基盤センター運営委員会

広瀬キャンパス運営会議

広瀬キャンパス教員会議

学科会議  専攻会議

施設マネジメント委員会 ・ キャンパス施設委員会
・ キャンパス環境マネジメント委員会

14
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仙台高専開校記念式典・祝賀会仙台高専高度化再編記者発表

高度化再編への取組
　国立高専の高度化再編では、異なる特徴･強みを有する複数高専の教育研究資源を結集し、特色を持った新しいモデルの新
高専を設立しました。（平成21年10月開校、平成22年４月学生受入開始）
煙宮城工業高等専門学校／仙台電波工業高等専門学校　　→ 仙台高等専門学校
煙富山工業高等専門学校／富山商船高等専門学校　　　　→ 富山高等専門学校
煙高松工業高等専門学校／詫間電波工業高等専門学校　　→ 香川高等専門学校
煙熊本電波工業高等専門学校／八代工業高等専門学校　　→ 熊本高等専門学校

■社会や産業構造の変化に対応した準学士課程の学科再編と教育の充実
（1）大括りの系の下に複合技術分野の学科を置くなどし、異なる分野の融合や特色の明確化を図ります。
（2）キャンパス・系・学科を異にする教員が協力し合って、複合的な内容の共通基礎教育の提供、豊富な選択科目･実習等の
設定、ICTを活用した遠隔教育の実施などによる教育の充実を図ります。

（3）地域社会のニーズに対応した新しい分野（医工学、バイオ、食品、農業など）への展開を積極的に検討します。

■高度な人材養成ニーズに応える専攻科の拡充
（1）地域産業界ニーズの高度化に対応した専攻科の再編と定員拡充を図ります。
（2）国立高専専攻科の次のような特徴を一層発揮して、高い課題設定・解決能力を有する実践的・創造的技術者を養成します。
　　煙技術者としての創造的実践の重視
　　　・現実の技術的課題に基礎を置いた課題設定型学習（PBL）の実施
　　　・異なる学科卒業生の融合による複眼的視野と経営感覚の育成
　　煙地元企業との密接な連携
　　　・１ヶ月以上の長期インターンシップや企業との連携によるCOOP教育の実施
　　　・企業等の退職技術者を講師としたものづくり技術の伝承
　　煙JABEE（日本技術者教育認定機構）によるプログラム認定
　　　・準学士課程･専攻科を通じた複合的･融合的な工学教育プログラムとしての認定
　　　・国際的に通用する技術者養成プログラムとして高い評価

■地域社会や広域での連携機能の強化
各国立高専に地域人材開発本部を置き、各地域の特性に応じたセンターを設置し、以下のような事業を推進します。
（1）地域の中小企業等との教育および研究の両面の連携協力を一層強化します。
（2）地元の技術者等やUターン人材を対象に、企業の技術力強化や技術者のキャリアアップにつながる社会人再教育プログラ
ムを積極的に提供します。

（3）地域の教育委員会等と連携して、小中学生の理科への関心を高めるためのプログラムを積極的に提供します。
（4）海外からの留学生の受け入れ、海外の大学、ポリテクニック等との連携による学生･教員の相互交流などの国際交流を積
極的に推進します。

（5）県内にとどまらず、東北、東海北陸、四国および九州の広域的な拠点として、域内の高専間の連携を図り、産業界や大
学との広域連携体制を構築します。
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準学士課程

総合科学系
　今日のように地球規模の環境破壊が急速に進み、社会
の国際化がめざましい勢いで進展する中では、広い視野
に立って人類共通の利益に奉仕できる技術者を育てるこ
とが重要です。そのために本校は技術者として必要な専
門科目の教育はもとより、一般教養科目も重視し、力を
入れて教育をしています。総合科学系では人文社会系科
目に視聴覚教材を積極的に取り入れたり、理数系科目で
は実験実習を多く取り入れ、中には異なる科目を有機的
に総合したユニークな総合科目をもうけるなど、楽しく
学びながら基礎的な力を養うことができるように工夫し
ています。総合科学系では一般科目を主に担当しますが、
そのほかにも応用物理、情報処理等の専門科目も担当し
ます。さらに高学年の卒業研究の指導にも力を入れてい
ます。

MM教室 数学の授業風景

■教育課程【一般科目】

　機械システム工学科、電気システム工学科、マテリアル環境工学科、建築デザイン学科

備考
学年別配当

単位数授業科目区分
５年４年３年２年１年

33国語Ⅰ

必
修
科
目

22国語Ⅱ
22国語Ⅲ
11国語表現

22地理
22世界史
22倫理

22政治経済
33英語ⅠＡ
22英語ⅠＢ

33英語ⅡＡ
22英語ⅡＢ

33英語ⅢＡ
22英語ⅢＢ

33保健体育Ⅰ
22保健体育Ⅱ

22保健体育Ⅲ
44基礎数学Ａ
33基礎数学Ｂ

44微分積分Ⅱ
33微分積分Ⅲ

33代数幾何
22物理Ⅰ

33物理Ⅱ
22化学Ⅰ

22化学Ⅱ
0015252464小　計
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備考
学年別配当

単位数授業科目区分
５年４年３年２年１年

11芸術

選
択
科
目

22応用数学
11化学概論
22外国語ⅣＡ
22外国語ⅣＢ

22外国語ⅤＡ
22外国語ⅤＢ

11英語・英米文学Ａ
11日本文学Ａ
11比較文化論Ａ
11科学技術史Ａ
11英語・英米文学Ｂ
11日本文学Ｂ
11比較文化論Ｂ
11科学技術史Ｂ
11健康とスポーツ

11健康学Ａ
11哲学Ａ
11日本史学Ａ
11社会経済学Ａ
11健康学Ｂ
11哲学Ｂ
11日本史学Ｂ
11社会経済学Ｂ
22生物学
22地球科学

1以上1以上1以上1以上総合科目Ａ
1以上1以上1以上1以上1以上1以上特別学修Ａ
44長期インターンシップＡ

18以上18以上2以上1以上2以上35以上小　計

75単位以上修得すること。18以上18以上17以上26以上26以上99以上開設単位数計

             －－30時間30時間30時間90時間特別活動

■教員【文科】
担当科目職名・学位／氏名

英語ⅠA・ⅠB、創造実習、英語Ⅰ・Ⅱ、総合セミナー
A・B、文献講読、卒業研究

教授
武　田　　　淳

世界史、日本史学A・B、歴史と文化
教授　文学修士
鯨　井　千佐登

倫理、工業倫理、外国語B、比較文化論A、哲学A・B、
総合科目A（環境ビジネスコンテスト・教材コンテス
ト）

教授　教育学修士
佐　藤　安　功

国語、国語表現、日本文学B
教授　文学修士
千　葉　正　昭

保健体育Ⅰ、保健体育、健康学A・B
教授
平　間　哲　雄

英語講読
教授　教育学修士
福　地　和　則

総合英語、外国語A
准教授
佐々木　誠　逸

総合英語、外国語A
准教授　文学修士
菅　野　洋　行

英語表現、外国語A
准教授　文学修士
佐　藤　和　彦

国語、国語表現、日本文学A
准教授　文学修士
空　井　伸　一

保健体育Ⅰ、保健体育
准教授　修士
（スポーツ科学）
柴　田　尚　都

国語Ⅰ、国語表現、日本の言葉と文学
准教授　修士（文学）
千　葉　幸一郎

【理数科】
担当科目職名・学位／氏名

基礎数学A、微積分、線形代数学
教授　理学修士
徳　能　　　康

基礎数学A、微積分、総合セミナー（材料）、卒業研
究、磁性材料学

教授　工学博士
生　田　信　之

基礎数学A、代数幾何、微積分
教授　理学修士
高　村　　　潔

化学Ⅰ、科学技術史A、総合科目A・B（環境ビジネス
コンテスト・教材コンテスト）、総合セミナー（材料）、
卒業研究（材料）、材料セミナー、生物化学

教授　工学博士
石　山　純　一

化学Ⅰ、化学概論、総合セミナー（材料）、卒業研究
（材料）、材料セミナー、環境科学概論

教授　博士（工学）
遠　藤　智　明

基礎数学B、物理、応用物理Ⅰ・Ⅱ、電気工学実験、
総合セミナー（材料）、卒業研究、材料セミナー、応
用物理学、磁性材料学

教授　博士（工学）
今　野　一　弥

物理Ⅰ、応用物理Ⅰ・Ⅱ、電気工学実験、総合セミ
ナー、卒業研究

准教授　理学修士
野　本　俊　夫

基礎数学A・B、微積分、総合科目A・B（環境ビジネ
スコンテスト・教材コンテスト）、確率統計概論

准教授　博士（理学）
谷　垣　美　保

基礎数学B、微積分、応用物理
准教授　博士（理学）
小　野　慎　司

微積分、代数幾何
准教授　博士（理学）
下　田　泰　史

基礎数学B、微積分、代数幾何、特別研究、専攻研究
特任准教授
佐　藤　次　男

本年度の担当科目であり、現行学科の担当科目も含む
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準学士課程

総合科学系
■教育課程【一般科目】

　知能エレクトロニクス工学科、情報システム工学科、情報ネットワーク工学科

備考
学年別配当

単位数授業科目区分
５年４年３年２年１年

33国語Ⅰ

必
修
科
目

22国語Ⅱ

22国語Ⅲ

11国語表現

22地理

2　2世界史

2　2倫理

22政治経済

33英語ⅠＡ

22英語ⅠＢ

33英語ⅡＡ

22英語ⅡＢ

33英語ⅢＡ

22英語ⅢＢ

33保健体育Ⅰ

22保健体育Ⅱ

22保健体育Ⅲ

44基礎数学Ａ

33基礎数学Ｂ

44微分積分Ⅱ

33微分積分Ⅲ

33代数幾何

　22物理Ⅰ

33物理Ⅱ

22化学Ⅰ

22化学Ⅱ

0015252464小　計

数学の授業風景
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備考
学年別配当

単位数授業科目区分
５年４年３年２年１年

11芸術

選
択
科
目

11日本言語文化論

11人文科学特論

11社会科学特論

11人間科学特論

22化学特論

22生物学

22地学

11スポーツ

22技術者倫理

22総合英語Ⅰ

11総合英語Ⅱ

11実用英語Ⅰ

11実用英語Ⅱ

1以上1以上1以上1以上総合科目Ａ

1以上1以上1以上1以上1以上1以上特別学修Ａ

12以上10以上2以上1以上2以上21以上小　計

75単位以上修得すること。12以上10以上17以上26以上26以上85以上開設単位数計

－－30時間30時間30時間90時間特別活動

■教員
担当科目職名・学位／氏名

基礎数学Ａ
教授　理学博士
逢　坂　雄　美　

保健体育、スポーツ
教授　修士（教育学）
名久井　孝　義

基礎数学Ｂ、微分・積分
教授　修士（工学）
佐　藤　敏　行

化学Ⅰ、化学、物理化学
教授　博士（理学）
小　松　京　嗣

地理、英語Ｂ、英語演習Ⅰ
教授　修士（児童学）
矢　澤　　　睦

政治・経済、英語ⅠＡ、英語演習Ⅰ
教授　修士（教育学）
久保田　佳　克

英語Ａ
教授　修士（教育学）
岡　﨑　久美子

国語Ⅰ、国語
准教授　文学修士
伊　勢　英　明

英語Ａ、英語Ｂ、英語演習Ⅱ
准教授　文学修士
竹　内　素　子

担当科目職名・学位／氏名

基礎数学Ａ、微分・積分
准教授　Ph. D.
袁　　　巧　微

国語
准教授　修士（文学）
武　田　　　拓

物理Ⅰ、物理Ａ
准教授　博士（工学）
穂　坂　紀　子

応用数学Ａ
准教授　博士（理学）
兼　下　英　司

総合英語Ⅰ・Ⅱ、実用英語Ⅰ・Ⅱ、英語演習Ⅰ
助教　修士（国際文化）
朴　　　槿　英

世界史、倫理、人間科学特論、思想史
助教　博士（文学）
笠　松　　　直

保健体育Ⅰ、保健体育Ⅲ
助教　修士（障害科学）
兼　村　裕　介

代数・幾何、微分・積分
助教　博士（工学）
山野内　　 敬

本年度の担当科目であり、現行学科の担当科目も含む
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生産システムデザイン工学系

機械システム工学科
名取キャンパス

　ものづくりに必要な「学ぶ力」と「つくる力」を身に
付けます。ものづくり技術では、生産性や経済性だけで
はなく、安全性や機能性についての配慮など、複合的観
点からの改善や向上が必要とされています。機械システ
ム工学科では、新時代のものをつくる技術者、すなわち、
融合技術に対応できる技術的・学問的素養を持ち、科学
技術が社会環境に及ぼす影響や技術者の責任を念頭にお
いて製品開発ができる人間性豊かな技術者の育成を目指
しています。 スターリングエンジンの製作 流体力学実験

■教育課程【専門科目】

備考
学年別配当

単位数授業科目区分
５年４年３年２年１年

11機械工作法Ⅰ

必
修
科
目

11機械工作法Ⅱ

11機械工作法Ⅲ

22設計製図Ⅰ

22設計製図Ⅱ

22設計製図ⅢＡ

22設計製図ⅢＢ

22設計製図ⅣＡ

22設計製図ⅣＢ

22設計製図Ⅴ

22工作実習Ⅰ

22工作実習Ⅱ

33工作実習Ⅲ

1 1創造実習

11基礎電気

22情報処理

11材料力学ⅠＡ

11材料力学ⅠＢ

11材料力学ⅡＡ

1 1材料力学ⅡＢ

11応用物理Ａ

1 1応用物理Ｂ

1 1機械力学

11流体力学Ａ

11流体力学Ｂ

11熱力学Ａ

1 1熱力学Ｂ

1.51.5工学実験ⅠＡ

1.51.5工学実験ⅠＢ

1.51.5工学実験ⅡＡ

1.5 1.5工学実験ⅡＢ

1 1工業倫理

2 2総合セミナー

12 12卒業研究

1717147560小　計
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備考
学年別配当

単位数授業科目区分
５年４年３年２年１年

11工業力学

選
択
科
目

11機構学

11基礎材料科学

11計測基礎

11電気工学概論

11材料・加工学

11計測工学

22自動制御

22電子工学

11電気機器

11解析学Ａ

11解析学Ｂ

11応用物理Ｃ

11テクニカルライティング

11エンジニアリングデザイン概論

11インターンシップ

11材料強度学

11流体工学

11エネルギー変換工学

11化学工学概論

11有機・無機材料

11生産工学

11システム工学概論

11メカトロニクス

11ロボット工学

11生体機械工学

11知能機械工学

11環境工学

11経営工学

1以上1以上1以上1以上総合科目Ｂ

1以上1以上1以上1以上1以上1以上特別学修Ｂ
17単位から卒業研究単位（専門
科目）を引いた単位長期インターンシップＢ

15以上15以上7以上1以上1以上33以上小　計

32以上32以上21以上8以上6以上93以上開設単位数計

１　一般科目及び専門科目を合わせて、167単位以上修得、そのうち、一般科目75単位以上、専門科目82単位以上を修得する。
２　一般科目の総合科目Ａ及び特別学修Ａ並びに専門科目の総合科目Ｂ及び特別学修Ｂは、併せて上限８単位とする。

■教員
担当科目職名・学位／氏名

コンピュータ概論、プログラミング演習Ⅰ・Ⅱ、アル
ゴリズムとデータ構造、コンパイラ、創造実習、情報
デザイン実験、総合セミナーA・B、校外実習、テク
ニカルライティング、文献講読、卒業研究、情報デザイ
ンセミナー、特別講義、特別研究、専攻研究、専攻実験

准教授
博士（情報科学）
北　島　宏　之
※

生体工学、工作実習、機械設計演習、設計製図、機械
力学、総合セミナー、工学実験、卒業研究、特別研究、
専攻研究、専攻実験

准教授　博士（工学）
濱　西　伸　治

工業数学、情報処理、設計製図、創造実習、総合セミ
ナー、工学実験、卒業研究、流れ学、特別研究、専攻
研究

助教　博士（理学）
永　弘　進一郎

設計製図Ⅰ、機械工作法Ⅰ、計測工学、工作実習Ⅰ、
工作実習、情報ネットワーク、創造実習、総合セミナー、
工学実験、卒業研究

助教　博士（工学）
高　橋　　　学

担当科目職名・学位／氏名

工業倫理、設計製図、流体力学、流体工学、機械工学
概論、総合セミナー、工学実験、校外実習、卒業研究、
専攻実習

教授　博士（工学）
松　谷　　　保

機械工作法Ⅰ、機械工作法、工作実習Ⅰ、工作実習、
設計製図、総合セミナー、工学実験、卒業研究

教授
大　久　忠　義

自動制御、メカトロニクス、電子工学、システム工学、
総合セミナー、工学実験、卒業研究、特別研究、専攻
研究、システムダイナミクス制御

教授　博士（工学）
伊　藤　昌　彦

設計製図、材料力学、テクニカルライティング、機械
材料、総合セミナー、工学実験、校外実習、卒業研究、
特別研究、専攻研究、シミュレーション工学、専攻実
験、固体の力学

教授　博士（工学）
佐　藤　一　志

工業力学、熱力学、設計製図、エネルギー変換工学、
熱機関、総合セミナー、工学実験、卒業研究、専攻実
験、伝熱論、特別研究、専攻研究

准教授　博士（工学）
石　川　信　幸

生
産
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
工
学
系
　
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科

※  現行カリキュラムで情報デザイン学科担当

本年度の担当科目であり、現行学科の担当科目も含む
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生産システムデザイン工学系

電気システム工学科
名取キャンパス

　未来に向けて人々の生活を生き生きとしたものにする
ためには、互いのコミュニケーションを円滑にする技術
やエネルギーを安定的に供給する技術、さらには福祉に
係わる技術など、生活の質の向上につながる電気の様々
な技術の発展が必要です。電気システム工学科では、講
義と演習と実験を有機的に結びつけて構成した教育プロ
グラムのもと、基礎から応用への幅広い知識と技術を確
実に身に付けた、真に総合的に人々の生活を豊かにする
技術者の育成を目指しています。 電力工学実験室 電気工学実験

■教育課程【専門科目】

備考
学年別配当

単位数授業科目区分
５年４年３年２年１年

22電気工学基礎

必
修
科
目

11電気工学基礎実験

11創造実習

11電気工学実験Ⅰ

22電気工学実験Ⅱ

33電気工学実験Ⅲ

44電気工学実験Ⅳ

44電気工学実験Ⅴ

22電気回路Ⅰ

22電気回路Ⅱ

11電気回路Ⅲ

11電気回路Ⅳ

22電磁気学Ⅰ

11電磁気学Ⅱ

11電磁気学Ⅲ

11情報処理基礎

22プログラミングⅠ

11プログラミングⅡ

11電気機器Ⅰ

11電気計測Ⅰ

11電気工学演習Ⅰ

11電気工学演習Ⅱ

22製図

11解析学Ⅰ

11解析学Ⅱ

11応用物理Ⅰ

11工業倫理

22総合セミナー

1212卒業研究

1614147556小　計
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備考
学年別配当

単位数授業科目区分
５年４年３年２年１年

11数値計算法

選
択
科
目

22電子回路

22ディジタル回路

11電気機器Ⅱ

11電気計測Ⅱ

11計算機工学

11応用情報工学

11通信工学Ⅰ

11通信工学Ⅱ

11通信工学Ⅲ

11電子物性

11インターンシップ

11応用物理Ⅱ

11応用物理Ⅲ

11エンジニアリングデザイン概論

11テクニカルライティング

22電気電子材料

22電力工学

11制御工学Ⅰ

11制御工学Ⅱ

11電気機器Ⅲ

11システム工学基礎

11メカトロニクス

22機械工学概論

11ディジタル信号処理

11電気法規施設管理

22半導体工学

11特別講義

11環境工学

11経営工学

1以上1以上1以上1以上総合科目Ｂ

1以上1以上1以上1以上1以上1以上特別学修Ｂ
17単位から卒業研究単位（専門
科目）を引いた単位長期インターンシップＢ

17以上18以上7以上1以上1以上38以上小　計

33以上32以上21以上8以上6以上94以上開設単位数計

１　一般科目及び専門科目を合わせて、167単位以上修得、そのうち、一般科目75単位以上、専門科目82単位以上を修得する。
２　一般科目の総合科目Ａ及び特別学修Ａ並びに専門科目の総合科目Ｂ及び特別学修Ｂは、併せて上限８単位とする。

■教員
担当科目職名・学位／氏名

電気計測、電気工学演習、電気工学実験、ディジタル
信号処理、創造実習、総合セミナー、卒業研究、電気
工学特別演習、特別研究、専攻研究、創造工学演習、
専攻実験、応用電子計測

准教授　博士（工学）
古　瀨　則　夫

電気工学基礎、電気工学基礎実験、電気工学実験Ⅰ、
電気工学実験、電気工学演習、応用物理、電力力学、
総合セミナー、卒業研究、電気工学特別演習

准教授　博士（工学）
山　田　　　洋

電気回路Ⅰ、情報処理、電気工学基礎実験、電気工学
実験Ⅰ、電気工学実験、総合セミナー、卒業研究、電
気工学特別演習

助教　博士（工学）
佐　藤　　　拓

プログラミング入門Ⅱ、情報ネットワーク、情報数学
Ⅰ、システム工学、創造実習、情報デザイン実験、総
合セミナーA・B、テクニカルライティング、文献講
読、卒業研究、情報デザインセミナー、特別講義、特
別研究、専攻研究、創造工学演習、データ解析学、専
攻実験、情報デザイン工学

助教
博士（情報科学）
矢　入　　　聡
※

担当科目職名・学位／氏名

科学技術史B、電子工学、電気工学実験、電子回路、
半導体工学、総合セミナー、卒業研究、電気工学特別
演習、特別研究、専攻研究、ナノエレクトロニクス

教授　博士（工学）
櫻　庭　　　弘

応用物理、電気工学実験、電磁気学、電気工学演習、
真空電子工学、テクニカルライティング、電気法規施
設管理、総合セミナー、校外実習、卒業研究、電気工
学特別演習

教授　工学博士
佐々木　典　彦

電気工学基礎実験、電気工学実験、情報処理基礎、電
磁気学、ディジタル回路、テクニカルライティング、
通信工学、総合セミナー、校外実習、卒業研究、電気
工学特別演習

准教授　工学修士
野　角　光　治

電気工学実験、電気工学概論、電気回路Ⅰ、情報処理、
電気工学演習、計算機工学、通信工学、総合セミナー、
卒業研究、電気工学特別演習

准教授
博士（情報科学）
佐　藤　　　隆
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※  現行カリキュラムで情報デザイン学科担当

本年度の担当科目であり、現行学科の担当科目も含む
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生産システムデザイン工学系

マテリアル環境工学科 
名取キャンパス

　環境と調和した循環型社会の実現には、すべての製品
のもとであるマテリアルの高性能化とマテリアルの環境
リスク低減が強く望まれています。マテリアル環境工学
科では、金属、無機、有機などマテリアルの幅広い専門
知識と作成・評価技術、並びに地球環境の基礎概念と環
境分析について、授業・実験がリンクした総合的な教育
を実施します。研究活動やディスカッションを通して創
造性や問題解決能力を高め、環境維持と社会発展の両立
に貢献できるマテリアル総合エンジニアを育成します。 X線解析装置を用いた物質の構造解析実験 材料工学実験

■教育課程【専門科目】

備考
学年別配当

単位数授業科目区分
５年４年３年２年１年

11マテリアル環境工学入門

必
修
科
目

11マテリアル工作実習

11マテリアル基礎化学

11基礎電気Ⅰ

11情報処理Ⅰ

11物質の構造

11地球環境科学

33マテリアル基礎実験

11創造実習

11情報処理Ⅱ

22材料組織学Ⅰ

22材料力学Ⅰ

22材料物性Ⅰ

11基礎電気Ⅱ

22物理化学Ⅰ

11有機化学Ⅰ

33マテリアル工学実験Ⅰ

33設計製図

22材料組織学Ⅱ

22材料物性Ⅱ

22機器分析

33マテリアル工学実験Ⅱ

22環境分析実験

11工業倫理

22総合セミナー

1212卒業研究

1214167554小　計
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組
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Sendai National College of Technology - Profile 2010

備考
学年別配当

単位数授業科目区分
５年４年３年２年１年

22情報処理Ⅲ

選
択
科
目

11マテリアル環境演習

22材料力学Ⅱ

22材料強度学

22構成材料Ⅰ

22電磁気学

22物理化学Ⅱ

22有機化学Ⅱ

11エンジニアリングデザイン概論

11テクニカルライティング

22解析学

11インターンシップ

22加工プロセス工学

22構成材料Ⅱ

22機能材料

22セラミックス材料

22化学プロセス工学

22有機材料

22電気化学

11制御工学

11環境工学

11経営工学

1以上1以上1以上1以上総合科目Ｂ

1以上1以上1以上1以上1以上1以上特別学修Ｂ
17単位から卒業研究単位（専門
科目）を引いた単位長期インターンシップＢ

19以上19以上5以上１以上1以上39以上小　計

31以上33以上21以上8以上6以上93以上開設単位数計

１　一般科目及び専門科目を合わせて、167単位以上修得、そのうち、一般科目75単位以上、専門科目82単位以上を修得する。
２　一般科目の総合科目Ａ及び特別学修Ａ並びに専門科目の総合科目Ｂ及び特別学修Ｂは、併せて上限８単位とする。

■教員
担当科目職名・学位／氏名

材料工学実験Ⅰ・Ⅱ、電気・電子工学実験Ⅰ、電子物
性Ⅱ、機能材料Ⅱ、総合科目A・B（環境ビジネスコ
ンテスト・教材コンテスト）、マテリアル環境工学入門、
総合セミナー、校外実習、テクニカルライティング、
卒業研究、材料セミナー、特別研究、専攻研究、専攻
実験、組織制御学

准教授　博士（工学）
浅　田　　　格

材料組織学Ⅰ・Ⅱ設計製図Ⅱ、材料工学実験Ⅲ、材料
分析実験、結晶解析学、総合科目A・B（環境ビジネ
スコンテスト・教材コンテスト）、マテリアル環境工
学入門、総合セミナー、テクニカルライティング、卒
業研究、材料セミナー、特別研究、専攻研究、環境科
学概論、材料システム学

准教授　博士（工学）
武　田　光　博

情報処理Ⅰ、数学演習、工業力学、材料工学実験Ⅲ、
材料力学、複合材料、マテリアル環境工学入門、総合
セミナー、テクニカルライティング、卒業研究、材料
セミナー、特別研究、専攻研究

准教授　博士（工学）
熊　谷　　　進

マテリアル基礎化学、数学演習、情報ネットワーク、
工業化学Ⅰ、材料工学演習、材料化学Ⅰ・Ⅱ、材料分
析実験、材料概論、創造実習、マテリアル環境工学入
門、総合セミナー、テクニカルライティング、卒業研
究、材料セミナー、特別研究、専攻研究

助教　博士（理学）
関　戸　　　大

担当科目職名・学位／氏名

基礎電気Ⅰ・Ⅱ、電子物性Ⅰ、材料工学実験Ⅲ、機能
材料Ⅰ、材料分析実験、セラミックス材料、マテリア
ル環境工学入門、総合セミナー、テクニカルライティ
ング、卒業研究、材料セミナー、光材料学

教授　理学博士
鈴　木　吉　朗

電気・電子工学実験Ⅰ、材料工学実験Ⅱ、材料組織学
Ⅲ、構成材料Ⅰ・Ⅱ、創造実習、マテリアル環境工学
入門、総合セミナー、テクニカルライティング、卒業
研究、材料セミナー、創造工学演習、技術者倫理、イ
ンターンシップ、エンジニアリング演習、専攻実験

教授　博士（工学）
渡　邊　陽　一

材料工学実験Ⅰ・Ⅲ、物理化学Ⅱ、材料分析実験、マ
テリアル環境工学入門、総合セミナー、テクニカルラ
イティング、卒業研究、材料セミナー、特別研究、専
攻研究、粉体加工学、素材機能評価

教授　博士（工学）
佐　藤　友　章

マテリアル工作実習、材料工学実験Ⅱ、材料強度学Ⅰ・
Ⅱ、マテリアル環境工学入門、総合セミナー、テクニ
カルライティング、卒業研究、材料セミナー、特別研
究、専攻研究、材料強度物性学、専攻実習

特任教授
第三期課程博士
吉　田　光　彦

情報処理Ⅰ・Ⅱ、電気・電子工学実験Ⅰ、電気回路、
電子回路、電子工学、ディジタル回路、マテリアル環
境工学入門、総合セミナー、テクニカルライティング、
卒業研究、材料セミナー、特別研究、専攻研究

准教授　工学修士
熊　谷　晃　一

情報処理Ⅰ・Ⅱ、材料工学実験Ⅰ・Ⅱ、マテリアル工
作実習、物理化学Ⅰ、工業化学Ⅱ、計測・制御工学、
マテリアル環境工学入門、総合セミナー、テクニカル
ライティング、卒業研究、材料セミナー、シミュレー
ション工学

准教授　博士（工学）
北　川　明　生
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本年度の担当科目であり、現行学科の担当科目も含む
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生産システムデザイン工学系

建築デザイン学科
名取キャンパス

　人類は様々な建築をデザインし、創ってきました。こ
れから我々は持続可能な社会と環境を継承して行かなけ
ればなりません。
　建築デザイン学科では、低学年から基礎的科目を学び、
段階的に設計製図や実験・実習、卒業研究など実践的学
習に重点を置き、建築に関する基礎知識と基礎技術を身
に付けた学生を育てます。さらに、人間性豊かな教養と
芸術的感性を養い、デザインの基礎的素養を身に付け、
質の高い住空間、社会環境の創造に携わる公平公正な実
践的技術者を育成します。

建築構造･材料実験 ３年次学科研修

■教育課程【専門科目】

備考
学年別配当

単位数授業科目区分
５年４年３年２年１年

11情報処理Ａ

必
修
科
目

22建築設計製図Ⅰ

22空間デザイン概論

11創造実習

11情報処理Ｂ

44建築設計製図Ⅱ

11建築構造概論

11造形

11日本建築史

11西洋建築史

66建築設計製図Ⅲ

11住環境計画

22人間工学

22建築環境工学Ⅰ

11建築材料Ⅰ

22建築構造力学Ⅰ

44建築設計製図Ⅳ

22公共施設計画

11設備工学Ⅰ

33建築構造力学Ⅱ

22建築構造学Ⅰ

44建築実験実習

11工業倫理

22総合セミナー

22建築設計製図Ⅴ

1212卒業研究

1419177562小　計
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備考
学年別配当

単位数授業科目区分
５年４年３年２年１年

22応用物理

選
択
科
目

11建築数理

11テクニカルライティング

11エンジニアリングデザイン概論

22ＣＡＤ・ＣＧ演習

22都市計画

11建築環境工学Ⅱ

22建築材料Ⅱ

11インターンシップ

11経営工学

11デザイン概論

22感性工学

22設備工学Ⅱ

11環境工学

22建築構造力学Ⅲ

44建築構造学Ⅱ

22建築施工

11建築法規

22測量

1以上1以上1以上1以上総合科目Ｂ

1以上1以上1以上1以上1以上1以上特別学修Ｂ
17単位から卒業研究単位（専門
科目）を引いた単位長期インターンシップＢ

20以上13以上4以上1以上1以上33以上小　計

34以上32以上21以上8以上6以上95以上開設単位数計

１　一般科目及び専門科目を合わせて、167単位以上修得、そのうち、一般科目75単位以上、専門科目82単位以上を修得する。
２　一般科目の総合科目Ａ及び特別学修Ａ並びに専門科目の総合科目Ｂ及び特別学修Ｂは、併せて上限８単位とする。

■教員
担当科目職名・学位／氏名

建築学特別研修Ⅰ、建築構造学Ⅰ・Ⅱ、建築構造力学
Ⅲ、建築実験実習、鉄骨構造、建築構造演習、総合科
目A・B（環境ビジネスコンテスト・教材コンテスト）、
総合セミナー、卒業研究、専攻実験、構造力学特論

准教授　博士（工学）
李　　　晩　在

情報処理A、感性工学、総合科目A・B（環境ビジネス
コンテスト・教材コンテスト）、創造実習、情報デザ
イン実験、総合セミナーA・B、テクニカルライティ
ング、文献講読、卒業研究、情報デザインセミナー、
特別講義、特別研究、専攻研究、感性デザイン

准教授　博士（文学）
伊　師　華　江
※

空間デザイン概論、建築設計製図Ⅱ、日本建築史、建
築計画B、総合セミナー、卒業研究

助教　修士（工学）
熊　谷　広　子

空間デザイン概論、CG演習、デザイン演習Ⅰ、創造
実習、情報デザイン実験、総合セミナーA・B、テク
ニカルライティング、文献講読、卒業研究、情報デザ
インセミナー、特別講義

助教
博士（芸術工学）
酒　井　　　聡
※

建築設計製図Ⅰ、建築構造力学Ⅱ、建築実験実習
助教　博士（工学）
藤　田　智　己

建築設計製図Ⅰ、建築材料学Ⅰ、建築実験実習、測量、
総合セミナー、卒業研究、専攻実験、材料設計法

助教　博士（工学）
権　代　由　範

担当科目職名・学位／氏名

情報処理A、建築設計製図Ⅰ・Ⅱ、情報ネットワーク、
建築プレゼンテーション、建築実験実習、測量、総合
セミナー、校外実習、卒業研究、特別研究、専攻研究、
専攻実験、構造動力学、構造デザイン

教授　博士（工学）
飯　藤　將　之

情報処理A、空間デザイン概論、建築材料学Ⅰ・Ⅱ、
建築実験実習、総合セミナー、卒業研究、特別研究、
専攻研究、粉体加工学、専攻実験

教授　博士（工学）
伊　藤　憲　雄

建築計画概論、数学演習、建築設計製図Ⅲ・Ⅳ、都市
計画、建築学特別研修Ⅲ、総合セミナー、卒業研究、
特別研究、専攻研究、建築設計製図、地域・都市計画、
専攻実習

教授　工学博士
青　木　恭　介

建築設計製図Ⅰ、建築生産概論、建築構造力学Ⅰ・Ⅱ、
建築実験実習、創造実習、総合セミナー、卒業研究、
専攻実験

准教授
笠　松　富二夫

空間デザイン概論、デザイン基礎、製図、デザイン演
習Ⅰ・Ⅱ、デザイン概論、創造実習、情報デザイン実
験、総合セミナーA・B、テクニカルライティング、
文献講読、卒業研究、情報デザインセミナー、特別講義

准教授　修士（造形）
永　山　広　樹
※

工業倫理、建築総合演習Ⅰ、建築学特別研修Ⅱ、建築
環境工学Ⅱ、テクニカルライティング、建築数理、総
合科目A・B（環境ビジネスコンテスト・教材コンテ
スト）、創造実習、総合セミナー、校外実習、卒業研
究、特別研究、専攻研究、創造工学演習、インターン
シップ、エンジニアリング演習、環境物理

准教授　博士（工学）
小　林　　　仁
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※  現行カリキュラムで情報デザイン学科担当

本年度の担当科目であり、現行学科の担当科目も含む
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情報電子システム工学系

知能エレクトロニクス工学科
広瀬キャンパス

　エレクトロニクス技術を駆使した様々な機器・システ
ムの知能化を通して、地球の環境保全、人類の福祉や安
全な社会の実現が求められています。その土台となる新
しいエレクトロニクス機器・デバイスやその応用技術の
開発ができる創造的な技術者を養成する学科です。電子
回路のようなエレクトロニクス技術の基礎から、マイク
ロコンピュータ技術やソフトウェア技術、さらには様々
な電子デバイス・材料からレーザやロボティクスといっ
た応用技術まで、実験・実習を重視して幅広く学修でき
ることが特徴です。

創造工学実習
（マイコンによる機器制御の実験）

半導体の卒業研究

■教育課程【専門科目】

備考
学年別配当

単位数授業科目区分
５年４年３年２年１年

22コンピュータリテラシ

必
修
科
目

22創造工学

22電気回路基礎

22ディジタル技術基礎

22プログラミング基礎

22プロジェクト実習

22応用数学Ａ

22電気回路

22ディジタル技術

22マイクロコンピュータ基礎

22電子回路基礎

11電磁気学基礎

22プログラミング応用Ⅰ

22電子機器基礎

11電子計測

33知能エレクトロニクス基礎実験

22応用数学Ｂ

22応用数学Ｃ

11電磁気学Ａ

11電磁気学Ｂ

11電子回路Ａ

11電子回路Ｂ

11プログラミング応用Ⅱ

22応用物理Ⅰ

11回路工学

22応用物理Ⅱ

22知能エレクトロニクス製作

33知能エレクトロニクス実験Ⅰ

33知能エレクトロニクス実験Ⅱ

77卒業研究

1217198460小　計
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備考
学年別配当

単位数授業科目区分
５年４年３年２年１年

11電子デバイスⅠ

選
択
科
目

11電子デバイスⅡ

22電子物性基礎

11制御工学

11マイクロコンピュータⅠ

11マイクロコンピュータⅡ

22電子機器設計基礎

11知能エレクトロニクス演習

22機構学

11インターンシップ

22光工学

22集積回路基礎

22応用電子回路

22レーザ工学

22超高周波工学

22コンピュータシステム

22ロボティクス

11電子機器

22生産管理工学

1以上1以上1以上1以上総合科目Ｂ

1以上1以上1以上1以上1以上1以上特別学修Ｂ

19以上15以上2以上1以上1以上32以上小　計

31以上32以上21以上9以上5以上92以上開設単位数計

１　一般科目及び専門科目を合わせて、167単位以上修得、そのうち、一般科目75単位以上、専門科目82単位以上を修得する。
２　一般科目の総合科目Ａ及び特別学修Ａ並びに専門科目の総合科目Ｂ及び特別学修Ｂは、併せて上限８単位とする。

■教員
担当科目職名・学位／氏名

マイクロコンピュータ基礎、プログラミング、電子工
学演習、マイクロコンピュータⅠ・Ⅱ、創造製作Ⅰ・
Ⅱ、技術英語、電子工学実験Ⅱ、創造工学、卒業研究、
計算機アーキテクチャ、専攻実験・演習Ⅰ・Ⅱ、専攻
研究

准教授　修士（工学）
與那嶺　尚　弘

コンピュータリテラシ、プログラミング、電子工学実
験Ⅰ・Ⅱ、創造製作Ⅰ・Ⅱ、数値計算、技術英語、創
造工学、卒業研究、専攻実験・演習Ⅰ、専攻研究

准教授　博士(学術）
園　田　　　潤

基礎工学実験、ディジタル技術、情報通信工学実験、
電子回路、通信計測、情報通信工学実験Ａ・Ｂ・Ｃ、
情報通信セミナーＢ、創造工学、卒業研究

准教授　博士（工学）
川　崎　浩　司

情報処理、電気回路、ディジタル回路、電子計算機、
電磁気・電気回路演習、コンピュータ制御・実験、制
御工学実験Ｂ、制御工学実験、創造工学、卒業研究、
専攻実験・演習Ⅰ、専攻研究

准教授　博士（工学）
末　永　貴　俊

基礎電子工学演習、基礎工学実験、電気回路、電子工
学実験Ⅰ・Ⅱ、創造製作Ⅰ・Ⅱ、創造工学、卒業研究、
電子デバイス、技術英語、専攻実験・演習Ⅰ、専攻研
究

助教　博士（工学）
關　　　成　之

物理Ｂ、基礎工学実験、マイクロコンピュータ基礎、
電子工学実験Ⅰ・Ⅱ、応用数学Ｂ、創造製作Ⅰ・Ⅱ、
技術英語、創造工学、卒業研究、専攻実験・演習Ⅰ、
専攻研究

助教　博士（工学）
佐久間　実　緒

担当科目職名・学位／氏名

基礎工学実験、電気回路、信号とシステム、情報通信
工学実験Ａ・Ｂ・Ｃ、回路理論Ⅰ・Ⅱ、情報通信セミ
ナーＢ、創造工学、卒業研究、インターンシップ、波
動伝送工学、材料の解析と加工、専攻実験・演習Ⅰ・
Ⅱ、専攻研究

教授　工学博士　
馬　場　一　隆

プログラミング、基礎工学実験、電磁気学基礎、電子
工学演習、応用物理Ⅰ、創造製作Ⅰ・Ⅱ、技術英語、
電子工学実験Ⅱ、創造工学、卒業研究、物質の構造と
性質Ⅱ

教授　理学博士
小野寺　重　文

ディジタル回路、基礎工学実験、ディジタルエンジニ
アリング基礎、機構学Ⅰ・Ⅱ、輪講Ⅰ・Ⅱ、制御工学
実験Ａ・Ｂ、機械ロボット工学、機械ロボット工学
Ⅰ・Ⅱ、論文講読Ⅰ・Ⅱ、制御工学実験、創造工学、
卒業研究、専攻実験・演習Ⅰ・Ⅱ、専攻研究

教授　工学博士　
大　泉　哲　哉

物理Ｂ、電磁気学基礎、コンピュータリテラシ、応用
数学Ｂ、電磁気学、情報通信工学実験Ａ・Ｂ・Ｃ、情
報通信セミナーＡ・Ｂ、創造工学、卒業研究、専攻実
験・演習Ⅱ、専攻研究

教授　Ph.D.
藤　木　なほみ

基礎電子工学演習、電気回路、電子回路、マイクロコ
ンピュータⅠ・Ⅱ、創造製作Ⅰ・Ⅱ、技術英語、電子
工学実験Ⅱ、創造工学、卒業研究、専攻実験・演習
Ⅰ・Ⅱ、専攻研究

准教授　博士（工学）
那　須　潜　思

情
報
電
子
シ
ス
テ
ム
工
学
系
　
知
能
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
工
学
科

本年度の担当科目であり、現行学科の担当科目も含む
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情報電子システム工学系

情報システム工学科
広瀬キャンパス

　ソフトウェアを中心とした情報システムの基礎から応
用まで、総合的な知識と技術を備えた人材の育成を目指
しています。コンピュータの仕組み、プログラミング、
Web、インターネットなど、世界で活躍できるシステム
エンジニアに必要な技術について体系的に学ぶことがで
きます。
　情報処理技術者試験、ネットワーク技術者認定など、
情報系技術者にとって重要な資格の取得も目標とします。

創造工学実習 マイクロコンピュータ基礎

■教育課程【専門科目】

備考
学年別配当

単位数授業科目区分
５年４年３年２年１年

22コンピュータリテラシ

必
修
科
目

22創造工学

22電気回路基礎

22ディジタル技術基礎

22プログラミング基礎

22プロジェクト実習

22応用数学Ａ

22電気回路

22ディジタル技術

22マイクロコンピュータ基礎

22電子回路基礎

33プログラミング

22コンピュータシステム基礎

11データ工学基礎

33情報システム基礎実験

22応用数学Ｂ

22応用数学Ｃ

11電磁気学Ａ

11電磁気学Ｂ

11電子回路Ａ

11電子回路Ｂ

22ソフトウェア工学基礎

11応用プログラミングⅠ

11応用プログラミングⅡ

11ディジタルシステムＡ

11ディジタルシステムＢ

33ネットワーキングⅠ

33ネットワーキングⅡ

33情報システム実験Ⅰ

33情報システム実験Ⅱ

77卒業研究

1023198464小　計
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組
織

Sendai National College of Technology - Profile 2010

備考
学年別配当

単位数授業科目区分
５年４年３年２年１年

11情報システム演習Ⅰ

選
択
科
目

11情報システム演習Ⅱ

11情報数学

11データ工学

11ソフトウェア分析設計

11インターンシップ

11情報セキュリティ

33ネットワーキングⅢ

33ネットワーキングⅣ

11組込みシステム

11ディジタル制御

11数値計算

11知識工学基礎

11コンピュータアーキテクチャ

22オペレーティングシステム

22福祉工学

22情報システム概論

22情報社会学

1以上1以上1以上1以上総合科目Ｂ

1以上1以上1以上1以上1以上1以上特別学修Ｂ

22以上8以上2以上1以上1以上28以上小　計

32以上31以上21以上9以上5以上92以上開設単位数計

１　一般科目及び専門科目を合わせて、167単位以上修得、そのうち、一般科目75単位以上、専門科目82単位以上を修得する。
２　一般科目の総合科目Ａ及び特別学修Ａ並びに専門科目の総合科目Ｂ及び特別学修Ｂは、併せて上限８単位とする。

情
報
電
子
シ
ス
テ
ム
工
学
系
　
情
報
シ
ス
テ
ム
工
学
科

■教員
担当科目職名・学位／氏名

プログラミング基礎Ⅰ・Ⅱ、電子回路、電気電子工学
実験、ネットワークシステム基礎、情報工学実験Ａ・
Ｂ、創造工学、卒業研究、専攻実験・演習Ⅰ・Ⅱ、専
攻研究

准教授
博士（情報科学）
安　藤　敏　彦

電気回路、ディジタル技術、基礎工学実験、基礎電子
工学演習、電子工学実験Ⅰ・Ⅱ、創造製作Ⅰ・Ⅱ、応
用電子回路Ⅱ、技術英語、創造工学、卒業研究、専攻
実験・演習Ⅰ、専攻研究

准教授
博士（情報科学）
早　川　吉　弘

情報工学演習、電気回路、電気電子工学実験、ネット
ワークシステム基礎、ディジタルシステム設計、情報
工学実験Ａ・Ｂ、創造工学、卒業研究、専攻実験・演
習Ⅰ・Ⅱ、専攻研究

助教
博士（情報科学）
力　武　克　彰

情報工学演習、コンピュータリテラシ、応用数学Ａ、
コンピュータグラフィクス、ネットワークシステム、
情報工学実験Ａ・Ｂ、創造工学、卒業研究、専攻実
験・演習Ⅰ、専攻研究

助教
博士（情報科学）
高　橋　晶　子

担当科目職名・学位／氏名

電気回路、基礎工学実験、プログラミング、ソフトウェ
ア工学、情報通信工学実験Ａ・Ｂ・Ｃ、創造工学、卒
業研究、情報通信セミナーＡ・Ｂ、工業数学Ⅱ、専攻
実験・演習Ⅰ・Ⅱ、専攻研究

教授　博士（工学）
高　橋　　　薫

プログラミング、情報通信基礎演習、マイクロコン
ピュータ、情報通信工学実験Ａ・Ｂ・Ｃ、情報通信セ
ミナーＡ・Ｂ、創造工学、卒業研究

教授　理学博士
野　田　泰　久

コンピュータリテラシ、情報処理、基礎工学実験、電
磁気・電気回路演習、輪講Ⅰ・Ⅱ、制御工学実験Ａ・
Ｂ・、論文講読Ⅰ・Ⅱ、応用数学Ｂ、制御工学特論、
制御工学実験、創造工学、卒業研究、専攻実験・演習
Ⅱ、専攻研究

教授　理学博士
海　野　啓　明

コンピュータリテラシ、プログラミング、ディジタル
技術、電子工学実験Ⅰ、創造製作Ⅰ・Ⅱ、技術英語、
創造工学、卒業研究、音響工学、専攻実験・演習Ⅰ・
Ⅱ、専攻研究

教授
博士（情報科学）
竹　島　久　志

機械工学Ⅰ・Ⅱ、輪講Ⅰ・Ⅱ、制御工学実験Ａ・Ｂ、
電力変換工学Ⅰ・Ⅱ、論文講読Ⅰ・Ⅱ、数値制御工学、
制御工学実験、創造工学、卒業研究、メカトロニクス、
専攻実験・演習Ⅱ、専攻研究

教授　博士（工学）
熊　谷　和　志

プログラミング、情報通信基礎演習、情報通信工学実
験、情報通信、情報通信工学実験Ｂ・Ｃ、情報ネット
ワーク理論、情報通信セミナーＢ、創造工学、卒業研
究、ネットワーク基礎論Ⅱ、専攻実験・演習Ⅰ・Ⅱ、
専攻研究

准教授
修士（情報科学）
菅　野　浩　徳

本年度の担当科目であり、現行学科の担当科目も含む
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情報電子システム工学系

情報ネットワーク工学科
広瀬キャンパス

　インターネット、携帯電話、ディジタル放送など、今
や情報ネットワークやコミュニケーションシステムは社
会にとって必要不可欠な基盤となっています。様々なシ
ステムが相互に関連しあう一方、安定した運用が求めら
れる情報基盤においては、通信・ネットワーク・コン
ピュータに関する幅広い知識と技術が求められます。情
報ネットワーク工学科では、電気通信の基礎からイン
ターネットワーキング、ネットワークを利用した情報シ
ステムまでをバランスよく系統的かつ実践的に教授する
ことで、情報化社会の発展とその基盤を担う人材を育成
します。

創造工学実習（ネットワーク地図の作成） ネットワーク構築実験

■教育課程【専門科目】

備考
学年別配当

単位数授業科目区分
５年４年３年２年１年

22コンピュータリテラシ

必
修
科
目

22創造工学

22電気回路基礎

22ディジタル技術基礎

22プログラミング基礎

22プロジェクト実習

22応用数学Ａ

22電気回路

22ディジタル技術

22マイクロコンピュータ基礎

22電子回路基礎

22電磁気学

33プログラミング

11ネットワークシステム基礎

33ネットワーキング基礎

22応用数学Ｂ

22応用数学Ｃ

22電磁波工学Ⅰ

11電子回路Ａ

11情報セキュリティ基礎

11ネットワークプログラミングⅠ

22ネットワーキング技術Ⅰ

22ネットワーキング技術Ⅱ

33情報ネットワーク実験Ⅰ

33情報ネットワーク実験Ⅱ

77卒業研究

1016198457小　計
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組
織

Sendai National College of Technology - Profile 2010

備考
学年別配当

単位数授業科目区分
５年４年３年２年１年

11電子回路Ｂ

選
択
科
目

11電子回路Ｃ

11組込みシステム

11情報理論

22ネットワーク理論

11マルチメディア情報

11データ管理技術

11ネットワークプログラミングⅡ

11インターシップ

11レーザ工学

22光通信システム

22電磁波工学Ⅱ

22電磁波工学Ⅲ

22無線通信システム

22通信計測

22コミュニケーションシステム

11通信法規

11情報セキュリティ

22情報社会学

11分散コンピューティングⅠ

11分散コンピューティングⅡ

22ネットワークシステム開発

11コンピュータシステム

11ネットワークアーキテクチャ

1以上1以上1以上1以上総合科目Ｂ

1以上1以上1以上1以上1以上1以上特別学修Ｂ

23以上14以上2以上1以上1以上35以上小　計

33以上30以上21以上9以上5以上92以上開設単位数計

１　一般科目及び専門科目を合わせて、167単位以上修得、そのうち、一般科目75単位以上、専門科目82単位以上を修得する。
２　一般科目の総合科目Ａ及び特別学修Ａ並びに専門科目の総合科目Ｂ及び特別学修Ｂは、併せて上限８単位とする。

情
報
電
子
シ
ス
テ
ム
工
学
系
　
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
工
学
科

■教員
担当科目職名・学位／氏名

コンピュータリテラシ、情報処理、輪講Ⅰ・Ⅱ、計
測・情報処理、制御工学実験Ａ・Ｂ、論文講読Ⅰ・Ⅱ、
制御工学特論、制御工学実験、創造工学、卒業研究、
画像処理理論、専攻実験・演習Ⅱ、専攻研究

准教授　博士（工学）
矢　島　邦　昭

ディジタル技術、基礎工学実験、情報通信工学実験、
情報通信演習、情報通信工学実験Ｂ・Ｃ、信号とシス
テム、情報通信セミナーＢ、ディジタル信号処理、創
造工学、卒業研究

准教授
博士（情報科学）
平　塚　眞　彦

情報通信基礎演習、電気計測、コンピュータリテラシ、
情報通信工学実験、情報通信工学実験Ａ・Ｂ・Ｃ、光
通信システム、情報通信セミナーＡ・Ｂ、創造工学、
卒業研究

准教授　博士（工学）
岩　井　克　全

基礎工学実験、電気回路、電子計算機、電磁気・電気
回路演習、輪講Ⅰ・Ⅱ、制御工学実験Ｂ、論文講読
Ⅰ・Ⅱ、数値制御工学、制御工学実験、創造工学、卒
業研究

助教　修士（工学）
今　井　裕　司

データ管理と操作、マイクロコンピュータ、マルチメ
ディア処理、情報工学実験Ａ・Ｂ、数値計算、創造工
学、卒業研究、ソフトウェア工学Ⅰ、専攻実験・演習
Ⅰ・Ⅱ、専攻研究

助教
博士（情報科学）
藤　原　和　彦

電気回路、ディジタル回路、基礎工学実験、輪講Ⅰ・
Ⅱ、制御理論、制御工学実験Ａ・Ｂ、論文講読Ⅰ・Ⅱ、
制御工学、制御工学実験、創造工学、卒業研究、専攻
実験・演習Ⅰ・Ⅱ、専攻研究

助教　博士（工学）
大　場　　　譲

担当科目職名・学位／氏名

コンピュータリテラシ、ネットワークシステム基礎、
情報工学実験Ａ・Ｂ、創造工学、卒業研究、ネット
ワーク基礎論Ⅰ、インターネットアーキテクチャ、専
攻実験・演習Ⅰ、専攻研究

教授　工学修士　
脇　山　俊一郎

情報工学実験Ａ・B、情報数学、創造工学、卒業研究、
知識工学、専攻実験・演習Ⅰ・Ⅱ、専攻研究

教授　工学博士
加　藤　　　靖

電気回路、電気電子工学実験、集積回路工学基礎、情
報工学実験Ａ・Ｂ、ネットワーク工学、創造工学、卒
業研究、ネットワーク工学Ⅱ、専攻実験・演習Ⅰ・Ⅱ、
専攻研究

教授　工学博士
佐　藤　公　男

情報通信工学実験、電磁波工学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、情報通信
工学実験Ａ・Ｂ・Ｃ、マイクロ波レーザ工学、情報通
信セミナーＢ、創造工学、卒業研究、電子回路設計、
専攻実験・演習Ⅰ・Ⅱ、専攻研究

教授　工学博士
鈴　木　　　哲

ディジタル技術、基礎工学実験、マイクロコンピュー
タ基礎、通信法規、情報通信工学実験Ｂ・Ｃ、無線通
信システム、情報通信セミナーＢ、創造工学、卒業研究

准教授
藁　科　秀　男

論理回路設計、マイクロコンピュータ、マイクロコン
ピュータ周辺技術、情報工学実験Ａ・Ｂ、創造工学、
卒業研究、専攻実験・演習Ⅰ、専攻研究

准教授　修士（学術）
増　田　幸　次

本年度の担当科目であり、現行学科の担当科目も含む
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専攻科

生産システムデザイン工学専攻
名取キャンパス

　準学士課程で培った工学的素養の上に高度な専門技術
を学ぶとともに、横断的な工学知識・技術を学習し、複
合領域への対応能力を身に付けます。さらに、産業界や
地域社会、海外の教育機関と連携した体験的実務学習に
より、身に付けた工学的素養を知恵にまで深めます。こ
うして、将来ものづくり分野を革新させる知恵と複眼的
視野と複合領域への対応技術を併せ持ち、ものづくり過
程の全体を見渡し技術の目利きをすることができる資質
を養成します。 専攻科学生研究室 国際会議での発表

■教育課程【一般科目】

備考
学年別配当

単位数授業科目区分
２年１年

22英語Ⅰ必
修
科
目

22英語Ⅱ

224小　計

22日本の言葉と文学

選
択
科
目

22歴史と文化

22健康と科学

22線形代数学

22確率統計概論

01010小　計

８単位以上修得すること。21214開設単位数計

備考
学年別配当

単位数授業科目区分
２年１年

22地球環境と都市

必
修
科
目

2　2安全と省エネルギー

22環境化学概論

8614専攻研究

44専攻実験

44創造工学演習

11技術者倫理

101929小　計

■教育課程【専門科目】

　生産システム工学コース
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備考
学年別配当

単位数授業科目区分
２年１年

22生物化学

選
択
科
目

22シミュレーション工学

22応用物理学

22データ解析学

22弾塑性力学

2　2生体工学

22組織制御学

22ナノテクノロジー

22固体の力学

22材料システム学

22物質化学

22流れ学

22伝熱論

22システム制御工学

22固体物性工学

22物質評価学

22電子機能デバイス

22応用材料加工学

　22送配電工学

2　2プラズマ応用工学

22応用電子計測

4～84～8インターンシップ

44エンジニアリング実習

2426～3050～54小　計

3445～4979～83開設単位数計

１　一般科目及び専門科目を合わせて、62単位以上修得、そのうち、一般科目８単位以上、専門科目54単位以上を修得する。

専
攻
科
　
生
産
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
工
学
専
攻

専攻科棟
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備考
学年別配当

単位数授業科目区分
２年１年

22地球環境と都市

必
修
科
目

2　2安全と省エネルギー

22環境化学概論

8614専攻研究

44専攻実験

44創造工学演習

11技術者倫理

101929小　計

22生物化学

選
択
科
目

22シミュレーション工学

22応用物理学

22データ解析学

22建築設計製図

22地域・都市計画

22感性デザイン

22芸術とデザイン

22環境物理

22構造動力学

22材料設計法

22建築史特論

22施設計画論

22色彩工学

22測色計算実習

22環境システムシミュレーション

22構造デザイン

22建築生産

4～84～8インターンシップ

44エンジニアリング実習

1826～3044～48小　計

2845～4973～77開設単位数計

１　一般科目及び専門科目を合わせて、62単位以上修得、そのうち、一般科目８単位以上、専門科目54単位以上を修得する。

　建築デザイン学コース

音響実験
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備考
学年別配当

単位数授業科目区分
２年１年

22地球環境と都市

必
修
科
目

22安全と省エネルギー

22環境化学概論

8614専攻研究

44専攻実験

44創造工学演習

11技術者倫理

101929小　計

22生物化学

選
択
科
目

22シミュレーション工学

22応用物理学

2　2データ解析学

22感性デザイン

22芸術とデザイン

　22情報デザイン工学

22情報工学特論

22応用信号処理論

22画像処理工学

22情報ネットワーク特論

22オペレーティングシステム

22色彩工学

22測色計算実習

4～84～8インターンシップ

44エンジニアリング実習

1422～2636～40小　計

1441～4565～69開設単位数計

１　一般科目及び専門科目を合わせて、62単位以上修得、そのうち、一般科目８単位以上、専門科目54単位以上を修得する。

　情報デザイン学コース

専
攻
科
　
生
産
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
工
学
専
攻

■教員
担当科目職名・学位／氏名

特別研究、専攻研究、専攻実験、応用材料加工学、工
業倫理、材料工学実験Ⅰ・Ⅲ、材料加工学、セラミッ
クス材料、マテリアル環境工学入門、総合セミナー、
テクニカルライティング、卒業研究、材料セミナー

特任教授
工学博士
柴　田　公　博

特別研究、専攻研究、専攻実験、システム制御工学、
応用数学、数学演習、工業倫理、情報処理、制御工学、
電気工学実験、総合セミナー、卒業研究、電気工学特
別演習

准教授　工学博士
中　村　富　雄

創造工学演習、人工知能特論、プログラミング入門Ⅱ、
画像処理、人工知能、創造実習、情報デザイン実験、
総合セミナーA・B、テクニカルライティング、文献
講読、卒業研究、情報デザインセミナー、特別講義

准教授　博士（工学）
大　町　方　子

（国立高等専門学校機構在外研究員）
准教授　博士（医学）
宍　戸　隆　之

担当科目職名・学位／氏名

特別研究、専攻研究、専攻実験、情報工学特論、オペ
レーティングシステム、情報ネットワーク、コン
ピュータアーキテクチャ、ディジタル通信工学、オペ
レーティングシステム概論、情報デザイン実験、総合
セミナーA・B、テクニカルライティング、文献講読、
卒業研究、情報デザインセミナー、特別講義、インター
ンシップ、エンジニアリング演習

教授　工学博士
遠　藤　　　昇

特別研究、専攻研究、施設計画論、専攻実習、建築設
計製図Ⅲ、建築計画A、公共施設計画Ⅰ・Ⅱ、建築総
合演習Ⅱ、総合科目A・B（環境ビジネスコンテスト・
教材コンテスト）、総合セミナー、卒業研究

教授　工学博士
本　間　敏　行

特別研究、専攻研究、弾塑性力学、工学実験、総合セ
ミナー、卒業研究

教授　工学博士
丹　野　　　顯

専攻実験、固体物性工学、物理、創造実習、総合セミ
ナー、応用物理、材料セミナー、卒業研究

教授　理学博士
鈴　木　勝　彦

英語Ⅰ・Ⅱ
教授　文学修士
飯　田　清　志

創造工学演習、インターンシップ、エンジニアリング
演習、特別研究、専攻研究、専攻実験、応用信号処理
論、画像処理工学コンピュータグラフィックス、ディ
ジタル信号処理、ディジタル信号処理演習、情報デザ
イン実験、総合セミナーA・B、校外実習、文献講読、
卒業研究、情報デザインセミナー、特別講義

教授　博士（工学）
本　郷　　　哲

本年度の担当科目であり、現行学科の担当科目も含む
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専攻科

情報電子システム工学専攻
広瀬キャンパス

　最先端の情報電子社会を支える技術者には、社会の問
題を国際的視野で考察し、高度な情報電子技術を駆使し
て問題解決する能力が求められます。情報電子システム
工学専攻では、企業や学術交流協定を結んでいる海外の
諸大学と強力に連携したカリキュラムにより、幅広い教
養と情報･電子及び関連分野の高度な専門知識、さらには
実践的コミュニケーション能力と国際的視野を養成しま
す。専攻修了後は、国際社会における長期的キャリアを
展望できる技術者や研究者への道が開かれます。 海外からの研修生と 企業講師による実践的PBL授業

■教育課程【一般科目】

備考
学年別配当

単位数授業科目区分
２年１年

22英語演習Ⅰ必
修
科
目

22英語演習Ⅱ

244小　計

22線形代数学

選
択
科
目

２単位以上修得すること。
22思想史

22科学史

　22物理化学

22バイオテクノロジー

22企業社会学

21012小　計

10単位以上修得すること。61016開設単位数計

■教育課程【専門科目】

備考
学年別配当

単位数授業科目区分
２年１年

44専攻実験・演習Ⅰ
必
修
科
目

44専攻実験・演習Ⅱ

5510専攻研究

101424小　計
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備考
学年別配当

単位数授業科目区分
２年１年

11専攻特別講義Ⅰ

選
択
科
目

11専攻特別講義Ⅱ

22工業数学Ⅰ

22工業数学Ⅱ

22応用数学特論

22情報数学特論

22データ解析

22ディジタル信号処理

2　2物質の構造と性質

22エネルギー変換論

22電子回路設計

22パワーエレクトロニクス

22波動伝送工学

22信頼性工学

22計測制御システム

22デバイス工学

22ネットワーク基礎論Ⅰ

22ネットワーク基礎論Ⅱ

２単位以上修得すること。
22計算機アーキテクチャ

22ソフトウェア工学Ⅰ

22ソフトウェア工学Ⅱ

22アルゴリズムとデータ構造

22知識工学

22認識工学

22画像処理論

22インターネットアーキテクチャ

22ネットワーク工学

3～63～6インターンシップ

2029～3049～50小　計

3043～4473～74開設単位数計

１　一般科目及び専門科目を合わせて、62単位以上修得、そのうち、一般科目10単位以上、専門科目52単位以上を修得する。

専
攻
科
　
情
報
電
子
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻

■教員
担当科目職名・学位／氏名

エネルギー変換論、専攻実験・演習Ⅰ・Ⅱ、専攻研究、
専攻特別講義Ⅰ・Ⅱ物理Ｂ、基礎工学実験、ディジタ
ル回路、電子回路、コンピュータ制御・実験、輪講
Ⅰ・Ⅱ、電子デバイス、計測・情報処理、制御工学実
験Ｂ、論文講読Ⅰ・Ⅱ、数値制御工学、制御工学実験、
卒業研究

准教授　博士（工学）
林　　　忠　之

科学史、ソフトウェア工学Ⅰ、認識工学、専攻実験・
演習Ⅰ・Ⅱ、専攻特別講義Ⅰ・Ⅱ、専攻研究Ⅰアルゴ
リズムの基礎、応用数学Ｂ、情報工学実験Ａ・Ｂ、信
号処理、卒業研究

准教授　博士（工学）
奥　村　俊　昭

科学史、専攻実験・演習Ⅰ、専攻特別講義Ⅰ・Ⅱ、専
攻研究Ⅰディジタル技術、電子工学実験Ⅰ・Ⅱ、電磁
気学、創造製作Ⅰ・Ⅱ、技術英語、卒業研究

准教授　博士（工学）
柏　葉　安　宏

科学史、応用数学特論、エネルギー変換論、専攻実
験・演習Ⅰ・Ⅱ、専攻特別講義Ⅰ・Ⅱ、専攻研究Ⅰ代
数・幾何、微分・積分、応用数学Ａ

准教授　博士（工学）
松　枝　宏　明

担当科目職名・学位／氏名

インターンシップ、科学史、工業数学Ⅰ、専攻実験・
演習Ⅰ・Ⅱ、専攻特別講義Ⅰ・Ⅱ、専攻研究物理Ｂ、
基礎工学実験、プログラミング基礎Ⅰ・Ⅱ、電磁気学、
情報工学実験Ａ・Ｂ、卒業研究

教授　理学博士
竹　茂　　　求

波動伝送工学、オプトエレクトロニクス、専攻実験・
演習Ⅰ、専攻特別講義Ⅰ・Ⅱ、専攻研究Ⅰ基礎電子工
学演習、基礎工学実験、電子回路基礎、電子工学実験
Ⅰ、創造製作Ⅰ・Ⅱ、レーザ工学、技術英語、卒業研
究

教授　工学博士
鈴　木　隆　之

ネットワーク工学、専攻実験・演習Ⅰ・Ⅱ、専攻特別
講義Ⅰ・Ⅱ、アルゴリズムとデータ構造、専攻研究Ⅰ
プログラミング、基礎工学実験、情報通信演習、情報
通信工学実験Ａ・Ｂ・Ｃ、情報通信セミナーＡ・Ｂ、
卒業研究

准教授　博士（工学）
速　水　健　一

科学史、計測システム、専攻実験・演習Ⅰ・Ⅱ、専攻
特別講義Ⅰ・Ⅱ、専攻研究基礎制御工学、基礎工学実
験、電気磁気学、輪講Ⅰ・Ⅱ、応用数学Ａ、制御工学
実験Ａ・Ｂ、論文講読Ⅰ・Ⅱ、制御工学実験、卒業研
究

准教授　博士（工学）
白　根　　　崇 本年度の担当科目であり、現行学科の担当科目も含む



現行学科・専攻紹介

　“物をつくる”ことは人類の歴史が始まって以来、人間が生きてゆくための基礎です。時代の最先端技術であるコンピュータ、

半導体、ロボット、自動車、ジェット機、人工衛星などは“物をつくる”技術の大きな進歩によって可能となりました。これらの最

先端技術の各分野で多数の機械技術者が設計、開発、製造に活躍しています。

　機械工学科では新時代の技術革新にも対応できる基礎力と柔軟な応用力を持った実践的技術者の育成に力を入れていま

す。工業の基礎となる材料力学、熱力学、流体力学、機械力学から、コンピュータを利用した設計や製図等の応用まで、幅広い知

識と技術を学べるようにカリキュラムが構成されています。

■名取キャンパス

機械工学科

　近年

発でき

の対応

ンジニ

ち、次の

１.　多

を身

２.　世

３.　研

４.　し

５.　自

　以上

る技術

　なお

〈JABE

専攻科

　電気工学は、１.あらゆる資源を電気エネルギーに変換、送受し、 ２.それを人間が利用し易い別のエネルギー、情報などに変

換し、速く確実に大量に交換する方法、装置、回路網、システムを創り、これらを動かすための知恵です。

　科目は電気機器、電力工学、情報処理、ディジタル回路、同信号処理、半導体工学、計算機工学、通信工学、真空電子工学、制御

工学などがあります。どれも産業の基礎を成し、生活をより豊かにするもので、その実現には創造力が必要です。

　そこで、電気工学科では演習、実験と卒業研究（４、５年）を多く取り入れ、計画、実行、考察の科学的方法論を備え、かつ責任

感のある実践的技術者の育成をしています。

電気工学科

　人類は様々な建築を創ってきました。我々は持続可能な社会を継承して行かなければなりません。我々の社会や生活は、常

に建築とともにあります。建築には安全性、利便性・快適性、環境保全とともに美しさや経済性も求められています。

　建築学科では、低学年から基礎的科目を学び、段階的に設計製図や実験･実習、卒業研究など実践的学習に重点を置き、建築

に関する知識と技術を身に付けた学生を育てています。さらに、人間性豊かな教養と芸術的感性を養い、質の高い住空間、社会

環境の創造に携わる公平公正な実践的建築技術者を育成しています。

建築学科

　自然と人類が調和した新しい循環型社会の実現に向けて、全ての製品のもとである「材料」の環境負荷低減が求められてい

ます。水素や太陽などのエネルギー利用やバイオ燃料技術には、効率的な利用を可能にする新たな材料開発が必須です。

　材料工学科は、基礎となる材料科学を理解し、より高度なそして地球にやさしい材料を設計・開発・製造できる技術者を育成

しています。　金属やセラミックスの専門科目、化学や物理などの基礎科目とともに、多く観察・分析実験テーマと卒業研究で

の実践的学習を通して、知識・技能と創造性を兼ね備えた材料エンジニアを育てます。

材料工学科

　近年、計算機の普及は目覚しく、物作りや通信の分野でも情報処理機器が広く使われています。

　したがって、これらの分野で活躍するためには、各分野の基本知識だけでなく、情報処理機器を使いこなすことと、情報処理

機器を利用した表現能力が必要です。

　このような背景のもと、情報デザイン学科は、平成５年４月に全国の高等専門学校の中で唯一の学科として本学に設置されま

した。

　情報デザイン学科では、計算機学や造形の基本知識とともに、情報処理機器を利用して適切な情報を最適な表現方法で伝え

る能力を修得することができます。

情報デザイン学科
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　近年、あらゆる分野において複合化・融合化が進展している産業技術に対して、境界領域に関心を持って独創的な技術を開

発できる、また、その領域に発生する諸問題を発見・解決できる能力が求められています。このような工学の複合化・融合化へ

の対応として、「最も自信のある専門領域の基本的素養を持ち、しかも複眼的視野と複合的領域へのデザイン対応力を持つエ

ンジニア」の育成を目指して、準学士課程で学んだ知識を体験的学習を通して使いこなし、それを知恵に深める教育、すなわ

ち、次の５点を教育目標としています。

１.　多様な理学・工学などの知識の使いこなしをとおして、産業界が必要とする モノやシステムをデザイン・構築できる能力

を身に付けさせる。

２.　世界の歴史・文化・環境を理解し、国際社会の一員として健全な判断と良識ある行動を身に付けさせる。

３.　研究成果について、記述、発表、討論できる能力、及び国際的なコミュニケーション能力を身に付けさせる。

４.　しなやかな発想力、企画力を養い、独創的なデザイン能力を身に付けさせる。

５.　自主的、継続的に、勉学し研究する姿勢を身に付けさせる。

　以上、ものづくり分野を革新させる知識と技術を併せ持ち、ものづくり過程の全体を見渡し技術の目利きをすることのでき

る技術者の育成が教育目標です。

　なお、本教育目標は、前述の「生産システムデザイン工学」教育プログラムの学習・教育達成目標（日本技術者教育認定機構

〈JABEE〉認定の教育プログラム）を理念的に表現したものです。

専攻科　生産システム工学専攻、建築・情報デザイン学専攻

どに変

学、制御

つ責任

活は、常

、建築

間、社会

れてい

を育成

研究で

報処理

されま

で伝え

七夕飾り製作
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現行学科・専攻紹介

　今や、21世紀のコミュニケーションは、コンピュータを結ぶだけの従来型のネットワークにとどまらず、移動しながら、いつでも、

どこでも、誰とでも情報伝達が可能なユビキタスネットワーク時代に突入し、私たちの生活スタイルを大きく変えようとしています。

　情報通信工学科では、このように急速に発展し続けている情報通信技術（IT）に対応できる技術者の育成を目指しています。衛星

通信、移動体通信、光通信、通信ネットワークや通信ソフトウェア、通信システムなど幅広い通信技術に適応できる技術者を育てる

ため、幅広い基礎学力、応用力と実践力、それらに基づく問題解決能力などの教育に主眼を置いています。 

■広瀬キャンパス

情報通信工学科

　エレクトロニクス（電子工学）の進歩は、私たちの生活スタイルから社会の仕組みまでを絶えず変えています。パーソナルコン

ピュータ、携帯電話、ディジタルテレビなどの身近な電化製品から、ロボット、医療機器、通信衛星、環境施設など、社会の様々な分

野は今やエレクトロニクスの技術なしでは機能しません。このように現代社会においてますます重要なものとなっているエレクト

ロニクスとは、物質中の電子や光の動き・性質を利用し、必要性のある機能を有する電子デバイスを創り、電子回路・電子部品・電

子機器などを研究開発する学問です。

　電子工学科では、将来において先端技術に対応できる技術者となるために必要な幅広い基礎学力、応用・実践力、それらに基づ

く問題解決能力などの養成に教育の主眼を置き、コンピュータの仕組みと活用技術、電気工学の基礎、電子デバイス、電子回路な

どを体系的に学ばせて、新しい電子機器を開発できる技術者を育成することを目指しています。

電子工学科

　最近は、地下鉄駅の改札や銀行のキャッシュ処理機など、社会のいたるところに高度な自動化システムがあります。これらのシス

テムは、人間を退屈な仕事や危険な仕事から解放してくれるだけでなく、より速く、より正確に仕事を行い、品質の良い製品を作る

のにも役立っています。このような自動化システムの普及は、エレクトロニクス技術の進歩と超小型コンピュータの進歩とによるも

のです。

　電子制御工学科では、このコンピュータを用いた自動化システムの設計技術について、基礎から高度なことまでを体系的に学

習します。すなわち、コンピュータ・プログラミング、回路設計、モータ利用技術などです。

　卒業研究には、コンピュータを用いた研究として、

　（１）生花・４次元折り紙のCG　（２）宇宙ロボットのアーム　（３）マルチメディア応用　があり、またメカトロ研究として、

　（４）電気自動車の試作　（５）相撲ロボット　などがあります。

電子制御工学科

　今日、コンピュータは様々な分野に利用され、高度情報化社会を支えています。

　情報工学科では、コンピュータに関する高度な技術者を育成しています。具体的には、（１）コンピュータを設計し組み立てるこ

とができるハードウェア技術者、（２）情報システムを設計・構築できるソフトウェア技術者、（３）社内ネットワークやインターネット

の運用・管理ができるネットワーク技術者です。

　学生がコンピュータに関する幅広い知識と技術を十分に身に付けることができるように、実験や実習を中心とした授業を進めて

います。主な授業内容は、以下のとおりです。

　・ コンピュータやネットワークを道具として自由に利用できる知識や技能

　・ 電気、電子回路や論理回路などコンピュータやネットワークを作るための知識や技術

　・ コンピュータを様々な用途に使うためのプログラムの作成に関する知識や技術

　・ 画像処理やデータ処理などのために必要な数学や物理などの知識や技術

情報工学科

　高専

報シス

と「情報

有して

　専攻

学位が

専攻科

　高

子物

　電

性と

電

　高

ピュ

　情

性と

情

専攻科

電

情
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　高専の学科を卒業後、そこでもっと勉強したい人たちのために、本校には、２ヵ年の教育課程として電子システム工学専攻と情

報システム工学専攻が設けられています。２つの専攻は、それぞれの専門分野を深く学習する固有の「電子システム工学」コース

と「情報システム工学」コースであり、並びに両専攻にまたがる「電子情報システム工学プログラム」コースを教育プログラムとして

有しています。特に、「電子情報システム工学プログラム」コースは日本技術者教育認定機構（JABEE）から認定を受けています。

　専攻科を修了し、大学評価・学位授与機構に申請を行い、大学の卒業者と同等の水準にあると認められた学生には、『工学士』の

学位が授与されます。もっと勉強したい人には、さらに、大学院に進む道も開かれています。

専攻科

　高等専門学校における実践的技術者教育の基礎の上に、精深な程度において電子工学とその関連技術を教授・研究し、電

子物理、電子素子・電子機器、パワーエレクトロニクス、制御システムの研究開発に貢献する人材を育成します。

　電子工学の基礎となる数学と物質科学、電子技術の基礎となる工学の体系及び電子技術者に必要な 関連技術を教授し、個

性と創造性を育て、国際的視野に立ち研究開発できる技術者の養成を目標としています。

電子システム工学専攻

　高等専門学校における実践的技術者教育の基礎の上に、精深な程度において情報工学とその関連技術を教授・研究し、コン

ピュータを中心とした情報システムのソフトウェア・ハードウェア・ネットワークの研究開発に貢献する人材を育成します。

　情報工学の基礎となる数学と情報科学、情報技術の基礎となる工学の体系及び情報技術者に必要な関連技術を教授し、個

性と創造性を育て、国際的視野に立つ研究開発技術者の養成を目標としています。

情報システム工学専攻

専攻科にある３つのコース（学生はいずれかのコースに属する。）

電子システム工学専攻

情報システム工学専攻

「電子システム工学」コース

「電子情報システム工学プログラム」コース

「情報システム工学」コース
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地域人材開発本部

　地域イノベーションセンターは、仙台地域の産業界からの期待に応えるために、産学連携、研究支援体制を整備し、研究機関、企

業、金融機関等との連携、競争的資金や寄附金等の外部資金の調達、シーズから得られた特許権の取得、学内教員への研究支援と

産学連携のコーディネーションを主な事業として推進します。

■地域イノベーションセンター（名取・広瀬キャンパス）

　近年の産業界における複合化・融合化した技術分野を担う想像力豊かな技術者を養成するために、産業界、地域社会と連携し

てCO-OP教育を推進します。また、教員の研究能力と企業技術者の問題解決能力を融合し専門教育に取り込み、学生の問題解決

能力の向上、教員の教育・研究能力の向上を図ります。さらに、これらの活動を通して、CO-OP教育に関する研究を行い、その教育

体系を確立するとともに地域社会に根付かせることを目的としています。 ※CO-OP：Cooperative Education（企業との共同教育）

■CO-OP教育センター（名取キャンパス）

　本センターは、ハードウェア、ソフトウェア設計技術者を育成する組込み系ディジタルシステム開発部門と、地域のICT企業在籍

の社会人あるいは求職者のネットワーキング技術のスキルアップを支援するネットワーキングスキル開発部門及び地域住民への

ICT活用・教育支援活動や地域との相互連携によるキャリア開発・教育等を行うICTリエゾン教育部門の３部門により、情報伝達先

端技術の開発と地域貢献を目指します。 ※ICT：Information and Communication Technology（情報通信技術）

■ICT先端開発センター（広瀬キャンパス）

職

教授　
内　

教授　
羽　

■教員

地域イ

職

准教授
菅　

准教授
千　

ICT先

職

教授　
櫻　

准教授
小　

CO-O
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通信技術）

職名・学位/氏名 担当科目

教授　工学博士
内　海　康　雄

環境工学、建築環境工学Ⅰ、建築設備Ⅱ・Ⅲ、総合セミナー、卒業研究、特別研究、専攻研究、地球環境と都市、情報デザイン工学、
環境システムシミュレーション

教授　博士（工学）
羽　賀　浩　一

工業所有権基礎、基礎工学実験、電気計測、電子工学実験Ⅰ・Ⅱ、量子電子工学、図学・製図、創造製作Ⅰ・Ⅱ、技術英語、卒業研究、材料の解析と加工、
専攻実験・演習Ⅰ、専攻研究

■教員

地域イノベーションセンター

職名・学位/氏名 担当科目

准教授　工学修士
菅　谷　純　一

電子計算機、コンピュータ制御・実験、輪講Ⅰ・Ⅱ、応用数学A・B、制御理論、制御工学実験A・B、論文講読Ⅰ・Ⅱ、制御工学、制御工学特論、
制御工学実験、卒業研究、専攻実験・演習Ⅰ・Ⅱ、専攻研究

准教授　博士（情報科学）
千　葉　慎　二 システム分析設計、集積回路工学基礎、ネットワークシステム、情報工学実験A・B、卒業研究、計算機アーキテクチャ、専攻実験・演習Ⅰ・Ⅱ、専攻研究

ICT先端開発センター

職名・学位/氏名 担当科目

教授　博士（工学）
櫻　井　　　宏

応用物理、応用物理Ⅱ、情報数学Ⅱ、情報デザイン実験、総合セミナーA・B、テクニカルライティング、文献講読、卒業研究、情報デザインセミナー、
特別講義、特別研究、専攻研究、専攻実験、連続体力学

准教授　博士（工学）
小　澤　哲　也 数学演習、電気工学実験、電気機器Ⅰ・Ⅱ、電気工学演習、電気電子材料、総合セミナー、卒業研究、電気工学特別演習、特別研究、専攻研究、送配電工学

CO-OP教育センター
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サイエンス＆テクノロジー研究会 産学官連携フェアへの出展風景

本年度の担当科目であり、現行学科の担当科目も含む
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図書館
　図書館は学習と情報提供の中心的役割を果たしています。工学系専門書や、小説・教養書・各種雑誌が並び、学生によく利用さ

れています。また、蔵書目録の検索はパソコンを活用し、視聴覚資料なども利用できます。相互利用システムを利用して、本校にな

い資料についても迅速に取り寄せできます。

　さらに、本校の教職員・学生のみならず、地域の方々にも開放しています。

区分
種別

和漢書（冊） 洋書（冊）
図書冊数 年間利用者学生 １日平均

総計（冊） 分類別比率（％）

総記

哲学

歴史

社会科学

自然科学

工学

農業

芸術

言語

文学

計

3,511 326 3,837 4.23 7,661冊

3,903人

貸出冊数

貸出者数

32.1冊

16.3人

3,843 381 4,224 4.65

5,139 221 5,360 5.91

8,162 350 8,512 9.38

14,291 2,412 16,703 18.41

25,760 2,492 28,252 31.13

905 18 923 1.02

5,078 194 5,272 5.81

3,635 1,567 5,202 5.73

11,571 884 12,455 13.73

81,895 8,845 90,740 100.00

年間利用者教職員 １日平均

1,422冊

775人

貸出冊数

貸出者数

5.9冊

3.2人

総学生数入館者数 開館日数

1,040人
（年間１人4.4回、7.4冊）

113,432人
（１日平均474.6人）

239日
（月平均19.9日）

■名取キャンパス図書館　蔵書数 ■平成21年度利用状況

区分
種別

和漢書（冊） 洋書（冊）
図書冊数 年間利用者学生 １日平均

総計（冊） 分類別比率（％）

総記

哲学

歴史

社会科学

自然科学

工学

農業

芸術

言語

文学

計

6,825 358 7,183 9.66 2,864冊

1,715人

貸出冊数

貸出者数

14.0冊

8.4人

2,289 68 2,357 3.17

5,017 73 5,090 6.85

6,437 88 6,525 8.78

13,970 1,954 15,924 21.42

15,156 1,848 17.004 22.87

1,340 42 1,382 1.86

3,525 61 3,586 4.82

2,682 1,021 3,703 4.98

11,244 339 11,583 15.58

68,485 5,852 74,337 100.00

年間利用者教職員 １日平均

318冊

128人

貸出冊数

貸出者数

1.6冊

0.6人

総学生数入館者数 開館日数

886人
（年間１人4.3回、3.2冊）

18,838人
（１日平均92.3人）

204日
（月平均17.0日）

■広瀬キャンパス図書館　蔵書数 ■平成21年度利用状況

※図書館改修工事実施のため、６月から12月までの期間、
　場所を移動し、規模を縮小して開館（閉鎖期間あり）

開架書庫 閲覧室 新刊雑誌室

平成22年４月１日現在
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　鉛筆でえがかれた線の中心をはずさないように、くり小刀で丁寧に木を削り、やがて
木型ができあがる。　木型は砂に込められ鋳型ができる。誘導加熱炉のるつぼの中で溶解
した鉄をとりべに受け、静かに、鋳型に流し込むと鋳物ができる。はるか昔に、人間が
獲得した技術の実習により、長く深い技術の歴史、人間の英知を知る。
　金属が金属を削り、オレンジ色に熱せられた鋼はアンビルの上で形を変える。溶接棒
の先端に発する閃光は、溶接面の向こうで、２枚の鉄片を１枚の板に変える。
　機械は不変の材料で作られるのではなく、溶け、変形し、削られる材料で構成される
ことを学生は学ぶ。
　教育と研究のための肥沃な大地、ロボットコンテストのロボットの揺りかご、技術と
科学のための工房、仙台高専名取キャンパスの創造教育センターはそのような場所です。

■施設と設備

利用さ

校にな

均

冊

人

均

冊

人

数

日
.9日）

均

冊

人

均

冊

人

数

日
.0日）

電子計算機室（名取キャンパス）

　技術者には情報機器を駆使して問題を解決する能力が要求されています。電子計算機室には最新の高速サーバと情報端末
パソコンが整備され、高度情報化社会に対応する情報技術教育、研究に応えられる施設として設置されました。

■情報技術教育用設備

　情報技術教育用として演習システムが整備されており、授業以外でも自習室や図書館からキャンパス情報ネットワーク経
由で利用することができるようになっています。情報端末パソコンは使用目的に応じてLinuxとWindowsから選んで利用する
ことができます。ワープロ、表計算、データベース、プレゼンテーション、ペイント、ドローの各ソフトも最新のものがイ
ンストールしてあり、情報処理の授業等でこれらの機器・ソフトウェアを利用し、情報交換や情報処理等のコンピュータ能
力を高めることができます。またFortranやC++のプログラム開発環境も導入されており、準学士課程や専攻科課程の卒業・
修了研究に利用されています。

■キャンパス情報ネットワーク

　キャンパス情報ネットワークは電子計算機室を中枢として校内全域をギガビットイーサネットで結び、東北学術研究イン
ターネットコミュニティ経由でインターネットに接続されています。学生、教職員は各自メールアカウントを持ち、電子メー
ルやWorld Wide Webなどを利用してレポート作成や国内外との情報交換、情報発信、業務連絡に利用しています。電子計算
機室にはインターネット用や学内用各種サーバ、ネットワーク機器、管理装置が設置されており、学術情報及び世界の情報
資源へのアクセスを提供しています。

機械仕上工房 
精密旋盤
普通旋盤
立フライス盤
ラム型立フライス盤
横フライス盤
平面研削盤
万能円筒研削盤
工具研削盤
ホブ盤
小型ホブ盤
スロッター

高速帯のこ盤
卓上コンターマシン
卓上ボール盤
直立ボール盤
ラジアルボール盤
両頭グラインダ
床面洗浄機
NC加工室 
マシニングセンタＡ　
マシニングセンタＢ　
CNC旋盤
作業用PC

CAMソフト
鍛造工房 
回転炉
エアハンマ
両頭グラインダ
ベルトグラインダ
板金工房 
コンターマシン
スケアシャー
高速砥石切断機
卓上ボール盤
小型平面研削機

両頭グラインダ
折り曲げ機
三本ロール曲げ機
溶接工房 
交流アーク溶接機
ガス溶接機
アルゴンガス溶接機
炭酸ガス溶接機
スポット溶接機
小型スポット溶接機
エアプラズマ溶断機
ヒュームコレクタ

鋳造工房 
高周波誘導溶解炉
定温乾燥機
木型工房 
木工帯鋸盤
糸のこ盤
自動鉋盤
手押し鉋盤
角のみ盤
丸鋸昇降盤
卓上ボール盤
万能研磨機

図
書
館
  電
子
計
算
機
室
  創
造
教
育
セ
ン
タ
ー

創造教育センター（名取キャンパス）

工作実習
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情報基盤センター（広瀬キャンパス）

　情報基盤センターは、広瀬キャンパス内のキャンパスネットワークおよび教育用コンピュータシステムの運用管理、学内
の情報基盤に関する技術支援を主な業務としています。
　広瀬キャンパス内には千台を超えるコンピュータが設置されており、それらがキャンパスネットワークに接続されていま
す。キャンパスネットワークやインターネットを快適かつ安全・安心して利用できるようにするため、統合認証システム、Web 
プロキシ、コンテンツフィルタ、アンチウィルス、ファイアウォールなどの装置類を配備し、Webや電子メールのサービス
を提供しています。
　教育用コンピュータシステムはキャンパス内４か所に分散設置されており、それぞれ50人程度のユーザが同時に利用でき
る環境となっています。いずれもパソコンをベースとしたシステムですが、２セットはWindowsとLinuxを選択起動できるシ
ステム、１セットはLinux専用システム、もう１セットはWindows専用システムでシングルボードマイコンの実習も可能なシ
ステムとなっています。

創造教育棟（広瀬キャンパス）

　自主性を伸ばし、創造性豊かな人材を育成するための新しい教育システムを推進する目的として創造教育棟を平成15年度
に設置しました。本棟では具体的に、
　　（1）学生の自主性を伸ばす「ものづくり」教育の充実
　　　①「発想→調査→設計→製作→評価」の一連の流れの体験
　　　②３次元の広い空間を利用した夢のある研究テーマの具体化
　　（2）LSI設計教育の充実
　　（3）マルチメディアを活用する教育の強化
等々を推進して行きます。
　建物は３階建で、１階は創造教育工房（広くて天井の高い創造空間で、ロボット製作をはじめ、電気自動車、飛行物体な
ど、大型の創造物の製作を行う）、及び創造設計室（製作物の構想、CADによる設計・製図を行う）、及び創造プロジェクト
室（プログラムコンテストなどの特定のプロジェクトを遂行したり、グループワークによるコンピュータ実習と工作作業を
行う）、及び管理室があります。
　２階はコンピュータ演習室（情報処理等の授業、及びインタラクティブ・ラーニング・ラボラトリシステムを利用した自
学自習、課題演習やインターネット等の自学自習を行う）、及びLSI設計・評価室（LSI開発・設計の指導、回路設計に関わる
技術指導・セミナー等を行う）があります。
　３階はSCS・ITメディア室（SCSの端末がありSCSによる遠隔教育や講演会、テレビ会議、研究会、趣味講座等を行う）、及
びメディア教材作成室とスタジオ（CDやDVDなどを利用したマルチメディア教材の作成やマルチメディア教育のためのビデ
オ収録を行う）があります。
　また、各階には明るく開放的なリフレッシュスペースがあり、学生の新鮮な創造力の発展に役立っています。

情報基盤センター 創造教育棟
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実験実習試作室（広瀬キャンパス）

　実験実習試作室は、電子制御工学科の新設で、本校の教育内容にメカトロニクスも含まれることになり、この分野の教育
設備充実を図るために設置されました。
　独創的な教育や研究は、教材や実験装置を自作することに始まるといえます。一般工作機械はもとより、３D CAD／CAM、高
精度NC工作機械をも備え、ロボコンなどの学生の創造的な試作演習や、精密加工を必要とする教材や実験研究用のユニーク
な装置の開発・試作に利用されています。
　また、メカトロニクスの実践的教育・研究のために、産業用ロボット、CNCワイヤ放電加工機、マシニングセンタ、CNC
三次元測定機、CNC画像測定機を用い、多目的な実習や研究が行われています。 

電子デバイス試作室（広瀬キャンパス）

　電子デバイス試作室は学生が設計したデバイスを実際に作成することを目的としています。そのために新しい電子材料の
合成やデバイスを試作するプロセス技術の実習に必要な環境と装置類が準備されています。具体的には、デバイス試作の基
本技術である酸化膜成長、フォトリソグラフィ、不純物拡散、光導波路形成、電極形成等の実習、実験を行います。
　また学生の設計したLSI回路の製作を大規模集積システム設計教育センターに依頼し、その試作品の測定評価を行うという
方法によるLSIデバイスの試作評価にも積極的に取り組んでいます。

　主な施設、設備は次のとおりです。 
　　・クリーンルーム 面積94.00㎡ （８号棟）
　　・クリーンベンチ、ドラフトチャンバー、マスクアライナー、超純水製造装置、光学顕微鏡、走査型顕微鏡、
　　　プローブ顕微鏡、超音波ボンダ、拡散炉、酸化炉、混合ガス流量制御装置、真空蒸着装置、スパッタ蒸着装置、
　　　プリント基盤回路作成実習システム、素材表面・界面解析システム、反射高速電子線回 

実験実習試作室　オフライン教示システムを備えた溶接ロボット 電子デバイス試作室　素材表面界面解析システム
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■準学士課程

定員及び現員

計現　　員入学
定員学科 第5学年第4学年第3学年第2学年第１学年

42－－－－4240機械システム工学科
 42
（ 4）－－－－42

（ 4）40電気システム工学科

 42
（10）－－－－42

（10）40マテリアル環境工学科

 42
（16）－－－－42

（16）40建築デザイン学科

       44
（ 6）－－－－44

（ 6）40知能エレクトロニクス工学科

       40
（ 8）－－－－40

（ 8）40情報システム工学科

       42
（ 5）－－－－42

（ 5）40情報ネットワーク工学科

169
（6）
［3］

43
（1）
［1］

38
（2）
［1］

43
（2）
［1］

45
（1）－40機械工学科

158
（6）

40
（1）

35
（4）

42
（1）

41－40電気工学科

159
（40）
［1］

36
（9）

41
（10）

42
（12）
［1］

40
（9）－40建築学科

159
（36）
［2］
<1>

37
（9）

38
（8）
［1］

41
（9）
［1］
<1>

43
（10）－40材料工学科

155
（89）

34
（21）

37
（22）

43
（28）

41
（18）－40情報デザイン学科

166
（25）
［2］

40
（4）
［1］

44
（7）
［1］

42
（10）

40
（4）－40情報通信工学科

169
（7）
［0］
<3>

43

［0］
<2>

39

［0］
<1>

45
（4）

42
（3）－40電子工学科

156
（7）
［2］
<1>

35

［1］

45
（2）
［0］
<1>

38
（1）
［1］

38
（4）－40電子制御工学科

157
（19）
［2］

33
（4）

39
（5）

41
（5）
［2］

44
（5）－40情報工学科

1,743
（284）
［16］
<5>

341
（49）
［5］
<2>

356
（60）
［3］
<2>

378
（72）
［6］
<1>

374
（54）

294
（49）640計

■専攻科
現　　員入学

定員学科 第2学年第１学年
－3740生産システムデザイン工学専攻

－45
(1)30情報電子システム工学専攻

17
(2)－12生産システム工学専攻

21
(6)－8建築・情報デザイン学専攻

18
(2)－8電子システム工学専攻

 19－8情報システム工学専攻
75
(10)

82
(1)106計

（　）内は女子学生、［　］は男子留学生、<　>は女子留学生でいずれも内数である。

（　）内は女子学生で内数である。

■準学士課程

奨学生数（平成21年度実績）

計第5学年第4学年第3学年第2学年第１学年
1,816343354370373376学生数

2484548535547日本学生支援機構

45119898その他の奨学会

16.1316.3316.116.4917.1614.63学生数に対する比率（％）

■専攻科
計第2学年第１学年
1406575学生数

281612日本学生支援機構

110その他の奨学会

20.7126.1516学生数に対する比率（％）

（単位：人）

（単位：人）

平成22年４月１日現在
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出身地別在学者数
計５年４年３年２年１年区分

宮城県
(111)745(11)130(30)163(34)168(17)162(19)122仙台市
(16)120(6)30(3)22(3)19(2)26(2)23名取市
(9)61(2)118(5)15(2)1314岩沼市
(4)2653(1)5(2)9(1)4塩竃市
(6)415(2)8(2)159(2)4多賀城市
(6)25(2)5(2)9(1)6(1)5白石市
(9)54(2)9(2)11(1)9(3)17(1)8石巻市

211気仙沼市
(2)1513(1)72(1)2角田市
(3)279(1)4(1)7(1)34登米市
(1)42(1)11栗原市

1253112東松島市
(8)439(5)108(1)6(2)10大崎市
(6)6112(3)11(1)1113(2)14宮城郡
(4)40712(2)7(2)104亘理郡
(10)58(2)13(2)12(3)17(2)11(1)5柴田郡
(2)7(1)5(1)11刈田郡
(2)6(1)21(1)3伊具郡
(7)44(4)9(1)710(1)9(1)9黒川郡

62112加美郡
(2)71(2)42遠田郡

211牡鹿郡
(1)411(1)2本吉郡

(209)1,410(31)270(53)293(58)314(34)301(33)232県内小計
県　外

62112青森県
(1)6(1)2211岩手県

11秋田県
(15)92(1)2017(5)16(6)22(3)17山形県
(56)201(15)39(7)37(9)39(12)47(13)39福島県

11茨城県
312千葉県
11埼玉県

(2)2(2)2神奈川県
11岐阜県
11愛知県

(1)1(1)1福岡県
(75)316(18)66(7)58(14)57(20)73(16)62県外小計
(284)1,726(49)336(60)351(72)371(54)374(49)294合　計

81.280.483.584.680.576.3県内（％）
18.819.616.515.419.523.7県外（％）

留学生
(4)9(2)3(1)2(1)4マレーシア

4112ラオス
3111インドネシア

(1)1(1)1ベトナム
(5)17(2)5(2)5(1)7小　計

(289)1,743(51)341(62)356(73)378(54)374(49)294総　計

本校への編入学者数
H17H18H19H20H21H22
121010機械工学科
110010電気工学科
010100建築学科
000000材料工学科
001100情報デザイン学科
010112情報通信工学科
001110電子工学科
000230電子制御工学科
102111情報工学科
355783計

（　）内は女子学生で内数である。

定
員
及
び
現
員
  奨
学
生
数
  出
身
地
別
在
学
者
数
  本
校
へ
の
編
入
学
者
数

平成22年４月１日現在
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入学志願者数の状況
■仙台高等専門学校入学者選抜試験

情報ネットワーク
工学科

情報システム
工学科

知能エレクトロ
ニクス工学科

建築デザイン
学科

マテリアル
環境工学科

電気システム
工学科

機械システム
工学科合計

平成22年度

40404040404040280入学定員（ａ）

53865961807580494志願者数（ｂ）

51865758807280484受験者数

42424242424242294合格者数

42404242424242292入学者数

1.332.151.481.532.001.882.001.76倍率（ａ／ｂ）

■宮城工業高等専門学校入学者選抜試験
情報
デザイン
学科

材料
工学科建築学科電気

工学科
機械
工学科合計

平成21年度

4040404040200入学定員（ａ）

5471535454286志願者数（ｂ）

5169535354280受験者数

4242424242210合格者数

4142414242208入学者数

1.351.781.331.351.351.43倍率（ａ／ｂ）

平成20年度

4040404040200入学定員（ａ）

6454635778316志願者数（ｂ）

6254605676308受験者数

4141414141205合格者数

4140414040202入学者数

1.601.351.581.431.951.58倍率（ａ／ｂ）

平成19年度

4040404040200入学定員（ａ）

6961615364308志願者数（ｂ）

6861605262303受験者数

4141414141205合格者数

4141414041204入学者数

1.731.531.531.331.601.54倍率（ａ／ｂ）

平成18年度

4040404040200入学定員（ａ）

7846676777335志願者数（ｂ）

7845656474326受験者数

4242424242210合格者数

4242424242210入学者数

1.951.151.681.681.931.68倍率（ａ／ｂ）

平成17年度

4040404040200入学定員（ａ）

5558667893350志願者数（ｂ）

5357647690340受験者数

4142424242209合格者数

4142424242209入学者数

1.381.451.651.952.331.75倍率（ａ／ｂ）

■仙台電波工業高等専門学校入学者選抜試験

情報
工学科

電子制御
工学科

電子
工学科

情報通信
工学科合計

平成21年度

40404040160入学定員（ａ）

64595454231志願者数（ｂ）

64595453230受験者数

42424242168合格者数

42414241166入学者数

1.601.481.351.351.44倍率（ａ／ｂ）

平成20年度

40404040160入学定員（ａ）

62633473232志願者数（ｂ）

60623269223受験者数

42424242168合格者数

42424242168入学者数

1.551.580.851.831.45倍率（ａ／ｂ）

平成19年度

40404040160入学定員（ａ）

60825965266志願者数（ｂ）

60815964264受験者数

42434142168合格者数

42434141167入学者数

1.502.051.481.631.66倍率（ａ／ｂ）

平成18年度

40404040160入学定員（ａ）

60575873248志願者数（ｂ）

60565770243受験者数

42424242168合格者数

42424140165入学者数

1.501.431.451.831.55倍率（ａ／ｂ）

平成17年度

40404040160入学定員（ａ）

62715474261志願者数（ｂ）

60715470255受験者数

42424242168合格者数

42424240166入学者数

1.551.781.351.851.63倍率（ａ／ｂ）
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卒業生の進路状況
■大学編入学等状況【平成21年度】

人数大　学　名

1北海道大学

8岩手大学

7東北大学

1秋田大学

1山形大学

1福島大学

1茨城大学

1筑波大学

1宇都宮大学

1群馬大学

1千葉大学

1東京大学

3東京農工大学

1東京工業大学

1横浜国立大学

1新潟大学

19長岡技術科学大学

1福井大学

2信州大学

17豊橋技術科学大学

1京都工芸繊維大学

4東北学院大学

1東北芸術工科大学

1大手前大学

77仙台高等専門学校専攻科

154合    計

■大学院進学状況【平成21年度】
人数大　学　院　名

4東北大学大学院工学研究科

4東北大学大学院情報科学研究科

1東北大学大学院教育情報学教育部

1山形大学大学院工学研究科

2筑波大学大学院システム情報工学研究科

1東京農工大学大学院工学府

1豊橋技術科学大学大学院工学研究科

2北陸先端科学技術大学院大学マテリアルサイエンス研究科

1奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科

17合    計

企業説明会

企業見学
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■就職先一覧
【準学士課程】
㈱IHI回転機械
あいホーム
曙ブレーキ工業㈱
旭化成㈱
㈱アッズーリ
阿部建設㈱
㈱伊勢丹ビルマネジメントサービス
出光興産㈱千葉製油所
㈱INAX
NSSLCサービス㈱
㈱エヌ・ティ・ティ  エムイー
エヌ・ティ・ティ  コミュニケーションズ㈱
㈱NTTファシリティーズ
㈱エフ・エフ・ソル
㈱沖電気カスタマアドテック
オムロンフィールドエンジニアリング㈱
花王㈱
キヤノン㈱
㈱きんでん
(独)国立印刷局
コマツ
五洋建設㈱
斎久工業㈱
佐藤工業㈱
三建設備工業㈱

㈱三晃空調
JSR㈱
㈱塩見設計
ジョンソンコントロールズ㈱
新日本石油精製㈱川崎製造所
シンヨー㈱
綜合警備保障㈱
ソニーケミカル＆インフォメーションデバイス㈱
㈱ソルクシーズ
㈱ソルコム
ダイダン㈱
太平電業㈱
高砂熱学工業㈱
高畑精工㈱
㈱竹中工務店
中外製薬工業㈱
中部電力㈱
㈱椿本チェイン
テクノ・マインド㈱
㈲テラ構造設計事務所
東海旅客鉄道㈱
東京エレクトロンAT㈱
東京電力㈱
東芝エレベータ㈱
東新工業㈱
東北大学金属材料研究所テクニカルセンター

東北電力㈱
東北発電工業㈱
東洋製罐㈱
戸田建設㈱
トヨタ自動車㈱
㈱トヨタプロダクションエンジニアリング
㈱ニコン
日進工具㈱
日水物流㈱
日鐵住金建材㈱
日本ビソー㈱
ネットワークサービスアンド
テクノロジーズ㈱
パナソニックEVエナジー㈱
㈱原田伸銅所
㈱半導体エネルギー研究所
東日本旅客鉄道㈱
日立アプライアンス㈱
㈱日立エンジニアリング・アンド・サービス
日立化成工業㈱
日立交通テクノロジー㈱
福島県警察事務
富士ゼロックス東京㈱
富士通㈱
㈱富士通システムソリューションズ
フジテック㈱

㈱フューチュアテック
本田技研工業㈱
マクセルファインテック㈱
松井建設㈱
三菱重工業㈱名古屋航空宇宙システム製作所
㈲ムーブ
明治乳業㈱東北工場
森永乳業㈱福島工場
㈱ユアテック
㈱ルプロ

【専攻科課程】
㈱エヌ・ティ・ティ  エムイー
㈱協和エクシオ

㈱ジー・イー・エス
㈱ジェイケイ・ネット
ジャステックス㈱
住友ベークライト㈱
仙建工業㈱
大日本印刷㈱
高砂熱学工業㈱
通研電気工業㈱
東京エレクトロンAT㈱
東京電力㈱
㈱NIPPOコーポレーション
パシフィックコンサルタンツ東北支社
パナソニック㈱AVCネットワークス社
ワウ㈱

平成21年度就職状況
名取キャンパス
■産業別就職状況

合　計情報デザイン学科材料工学科建築学科電気工学科機械工学科
(5)19(5)154■建設業

■製造業
(1)2(1)11　食料品・飲料・たばこ・飼料

　繊維工業
　印刷・同関連業

(2)81(2)61　化学工業・石油・石炭製品
7322　鉄鋼業、非鉄金属・金属製品

(2)13(2)229　一般機械器具
4211　電子部品・デバイス
5212　電気・情報通信機械器具

(3)6(1)1(1)1(1)4　輸送用機械器具
(1)2(1)11　その他

6132■電気・ガス・熱供給・水道業
(7)13(6)8(1)23■情報通信業

422■運輸業・郵便業
(1)1(1)1■卸売・小売業

■金融・保険業
■不動産業
■学術研究、専門・技術サービス業

22　学術・開発研究機関
(6)8(3)3(3)5　その他の専門・技術サービス業

■教育、学習支援業
■医療、福祉
■複合サービス事業

(1)4(1)31■サービス業
■公務　

(1)111　国家公務
11　地方公務

(30)106(13)17(7)19(8)22(1)25(1)23合　計
（　）内は女子学生で内数である。

■求人及び就職状況
情報デザイン
学科

材料
工学科

建築
学科

電気
工学科

機械
工学科

3635394038卒業者数
1916171515進学その他
1719222523就職者数
149168136356343求人企業
150169140357349求人数
8.38.96.414.315.2倍率

100%100%100%100%100%就職率

■所在地区別就職状況
合　計情報デザイン学科材料工学科建築学科電気工学科機械工学科
1912475東北地区
751513161516関東地区
1214232その他
1061719222523合　計
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２１

■就職先一覧
【準学士課程】
㈱アート・システム
曙ブレーキ工業㈱
㈱アッズーリ
安全自動車㈱
イーテクノ㈱
㈱ANAコミュニケーションズ
NECネッツエスアイ・エンジニアリング㈱
㈱NHKアイテック
㈱NHKメディアテクノロジー
㈱エヌ・ティ・ティエムイー
NTTコミュニケーションズ㈱
NTTコムウェア東日本㈱
NTTデータ㈱
㈱NTTデータフロンティア
㈱KDDIテクニカルエンジニアリングサービス
キヤノンシステムアンドサポート㈱
京セラコミュニケーションシステム㈱
㈱協和エクシオ
ケイテック㈱
㈱ケーヒン
COM 電子開発㈱
コニカミノルタビジネスソリューションズ㈱

㈱サイタスマネジメント
サントリー㈱
シャープ㈱
㈱JALアビテック
セコム工業㈱
綜合警備保障㈱
ダイキン工業㈱
チェスト㈱
中部電力㈱
㈱椿本チェイン
㈱TTK
テクノ・トッパン・フォームズ㈱
東海旅客鉄道㈱
東京エレクトロンAT㈱
東京電力㈱
東芝エレベーター㈱
東芝プラントシステム㈱
東北インテリジェント通信㈱
東北ディーシーエス㈱
東北電力㈱
東北放送㈱
ドコモエンジニアリング東北㈱
日信ソフトエンジニアリング㈱

日本オーチス・エレベーター
㈱日本システムアプリケーション
パナソニック㈱
東日本旅客鉄道㈱
日立INSソフトウェア
㈱日立エンジニアリング・アンド・サービス
日立交通テクノロジー㈱
㈱日立情報制御ソリューションズ
富士ゼロックス東京㈱
富士通㈱
㈱富士通エフサス
㈱富士通システムソリューションズ
㈱富士通ミッションクリティ
カルシステムズ
本田技研工業㈱
三菱重工業㈱
ヤマセ電気㈱
大和製罐㈱
㈱有電社
㈱ラネックス

【専攻科課程】
キヤノン・コンポーネンツ㈱
日本電子㈱
㈱ケーヒンエレクトロニクステクノロジー
オークマ㈱
任天堂㈱
NDソフトウェア㈱
京セラコミュニケーションシステム㈱
TIS㈱
テクノ・マインド㈱
ドコモエンジニアリング東北㈱
㈱ハイマックス

日立INSソフトウェア㈱
日立情報通信エンジニアリング㈱
日立ソフトウェアエンジニアリング㈱
㈱日立東日本ソリューションズ
富士通ネットワークソリューションズ㈱
㈱放送衛星システム
㈱エヌ・ティ・エムイー
日本電算機販売㈱
㈱パナソニックモバイル開発研究所
㈱日立アドバンストデジタル
三菱重工交通機器エンジニアリング㈱

広瀬キャンパス
■産業別就職状況

合　計情報工学科電子制御工学科電子工学科情報通信工学科
523■建設業

■製造業
11　食料品・飲料・たばこ・飼料

　繊維工業
　印刷・同関連業
　化学工業・石油・石炭製品
　鉄鋼業、非鉄金属・金属製品
　一般機械器具

11　電子部品・デバイス
(3)133(1)4(1)5(1)1　電気・情報通信機械器具
(1)4(1)211　輸送用機械器具

11　その他
422■電気・ガス・熱供給・水道業

(2)2191(2)11■情報通信業
211■運輸業・郵便業

■卸売・小売業
■金融・保険業
■不動産業
■学術研究、専門・技術サービス業
　学術・開発研究機関

(4)18(1)32(1)8(2)5　その他の専門・技術サービス業
■教育、学習支援業
■医療、福祉
■複合サービス事業
■サービス業
■公務　
　国家公務
　地方公務

(10)70(1)15(2)11(2)19(5)25合　計
（　）内は女子学生で内数である。

■求人及び就職状況
情報
工学科

電子制御
工学科

電子
工学科

情報通信
工学科

37354039卒業者数
22242114進学その他
15111925就職者数

510求人企業
614求人数
8.19倍率

100%100%100%100%就職率

■所在地区別就職状況
合　計情報工学科電子制御工学科電子工学科情報通信工学科
142147東北地区
471281215関東地区
91233その他
7015111925合　計
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学校行事
　仙台高専では年間を通じおおよそ次のような行事があります。

入学式４月

校内スポーツ大会
前期中間試験５月

第２学年校外ホームルーム（広瀬キャンパス）
第３学年専門研修（名取キャンパス）

６月

東北地区高専体育大会

オープンキャンパス７月

前期期末試験

夏季休業（～９月）

全国高専体育大会

８月

第３学年合宿研修（広瀬キャンパス）９月

ロボットコンテスト東北地区大会
高専祭

10月

第４学年研修旅行
ロボットコンテスト全国大会

11月

後期中間試験
冬季休業

12月

学年末試験２月

第５学年卒業研究発表
卒業式
学年末休業

３月

第４学年研修旅行 卒業研究発表 卒業式

オープンキャンパス ロボットコンテスト 高専祭

入学式 スポーツ大会 高専体育大会
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学生会
　学生会は学生全員で構成される組織で、執行部、評議会、技術研究会、文化部会、運動部会、応援団などの組織からなり
ます。クラブ活動のほかに、スポーツ大会、高専祭、他高専との親善交流など、多彩な行事を行っています。

学生会総会

会　　　長

執　行　部 専門委員会 技術研究部会 応　援　団 運 動 部 会 文 化 部 会 学　級　会 審　議　会 選挙管理委員会

実行委員会 放　　　送
出　　　版
行　　　事
校 紀 厚 生

メカトロニクス
ソフトウエア
理科体験教室

硬式野球、
バドミントン（男子・女子）、
バレーボール（男子・女子）、
陸上競技、卓球、水泳、
ソフトテニス、ラグビー、
テニス、ワンダーフォーゲル、
バスケットボール（男子・女子）、
サッカー、アーチェリー、柔道、
剣道、自転車、ハンドボール

吹奏楽、ギターバンド、
写真、アマチュア無線、
天文、茶道、文芸、書道、
園芸、自動車、美術、
ESS、囲碁

監　事　会 評　議　会

◆名取キャンパス

学生会総会

監　　　査

応　援　団 保健厚生委員会 行事委員会 選挙管理委員会 高専祭実行委員会 文　化　部運　動　部

陸上競技、バドミントン
バスケットボール、
バレーボール（男子・女子）、
ソフトテニス、卓球、
サッカー、硬式野球、
剣道、山岳、水泳、柔道、
ラグビーフットボール、
硬式テニス、ハンドボール、
水泳

吹奏楽、ギター、写真、
アマチュア無線、科学、
筝曲、囲碁将棋、
ハンドクラフト、
茶道、華道、美術

評　議　会 役　員　会

◆広瀬キャンパス

剣道部 アーチェリー部 ソフトテニス部 サッカー部 柔道部

吹奏楽部 水泳部 箏曲部 アマチュア無線部 科学部
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学寮

名取キャンパス
　名取キャンパス萩花寮の定員は213人（男子142人、女子71人）で南寮、北寮、東寮、女子寮及び西寮の５棟があり、居室
には学習机、椅子、ロッカー及びベッド棟が備え付けられ、２人部屋と１人部屋があります。
　また、各棟には共同使用の自習室、談話室、補食室等もあり、別棟には学習室、食堂、浴室、シャワー室等が完備されています。

■寮生数

合　計
情報
デザイン
学科

材料工学科建築学科電気
工学科

機械
工学科

建築
デザイン
学科

マテリアル
環境工学科

電気
システム
工学科

機械
システム
工学科

38（ 6）　　12（4）8（2）117第１学年

31（ 7）　　5（ 2）（3）8（2）77　　 4　　 第２学年

39（ 8）［4］6（ 3）［2］（2）8［1］（3）76　　 12［1］第３学年

37（ 8）［2］10（ 4）［1］5（1）115（1）6［1］第４学年

38（14）［1］7（ 7）（2）8（4）96（1）8［1］第５学年

183（43）［7］28（16）［3］（7）29［1］（10）3424（2）30［3］12（4）8（2）117計

■学寮の行事
入寮式、歓迎夕食会  ４月

寮祭  ７月

野外食10月

クリスマスパーティー12月

予餞会  ２月

（　）内は女子学生で内数である。〔　〕内は留学生で内数である。

広瀬キャンパス
　広瀬キャンパス松韻寮の定員は162人（男子寮116人、女子寮46人）で、男子寮（北寮）、女子寮及び南寮の３つの建物が食
堂を中心に配置されています。南寮には留学生、海外からの研修生、専攻科生が入居しています。
　また、３棟は学校と隣接しているので、研究や実験、クラブ活動に打ち込む寮生が多くなっています。

■寮生数

合　計専攻科情報工学科電子制御
工学科電子工学科情報通信

工学科
情報ネット
ワーク工学科

情報システム
工学科

知能エレクトロ
ニクス工学科

32（ 5）　　  211（2）10（2）9（1）第１学年

33（ 7）　　  45（1）　　 7（2）　　 9（2） 　　8（2）　　第２学年

24（ 2）［ 3］3　　 ［2］9　　 ［1］6 　　　　6（2）　　第３学年

19（ 2）［ 3］7　　　　 3（1）［1］4（1）［1］5　　 ［1］第４学年

28（ 4）［ 4］3（1）　　 8　　 ［1］6（2）［2］11（1）［1］第５学年

136（20）［10］618（2）［2］27（3）［3］25（5）［3］39（5）［2］11（2）10（2）9（1）計

■学寮の行事
新寮生歓迎会  ４月

夏祭り  ７月

冬祭り12月

卒寮式・卒寮生夕食会  ２月

（　）内は女子学生で内数である。〔　〕内は留学生で内数である。

萩花寮（名取キャンパス） 萩花寮　食堂

松韻寮（広瀬キャンパス） 松韻寮　冬祭り

（単位：人）

（単位：人）



59

学
生
と
学
生
生
活

Sendai National College of Technology - Profile 2010

学
寮
  学
生
相
談
室
  特
別
支
援
教
育
推
進
室

学生相談室
　学生相談室は、学生の悩みを共に考え、問題解決のお手伝いをするために設置されているものです。学生相談室のスタッ
フは、定期的に来校するカウンセリングの専門家と、いつでも相談できる校内相談員です。なお、学生だけでなく、保護者
からの学生に関する相談にも応じる体制を取っています。

名取キャンパス
相談時間相談員

毎週水曜日　午後１時～６時
毎週金曜日　午前12時～午後５時カウンセラー

随時校内相談員（３名）

広瀬キャンパス
相談時間相談員

毎週月曜日　午後３時～６時
第２・第４木曜日　午後３時～６時カウンセラー

第１・第３木曜日　午後３時～６時
毎週金曜日　午後３時～６時　　〃

随時校内相談員（８名）

特別支援教育推進室

相談室

学生相談室主催　FD講演会

　特別支援教育推進室は、発達障害者支援法に基づいて広瀬キャンパスに設けられた組織です。自閉症、アスペルガ―症候
群、学習障害、注意欠陥多動性障害などの障害を持つ学生に対して、教員による支援グループを結成して、障害の状態に応
じて適切な支援を行うことを目指しています。

入口（カードキーで入室）

お茶も飲めます カウンセリングのための空間

カウンセラーの先生（執務中） 関連書籍と“いやし”のアイテム
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財務
■収入・支出決算額　【平成21年度決算】（名取キャンパス・広瀬キャンパス合算）

土地・建物
■名取キャンパス

職員宿舎敷地計その他運動場敷地学寮敷地校舎敷地
6,878114,44528,79630,26911,77143,609

面積地上階構造設置年度名　　称
1,5013R1965建築・電気棟
9133R1965機械・材料棟
5361S1964創造教育センター
891R1964ボイラー室
141R1964守衛室
91B1966屋外便所
901R1964倉庫

1,0081S1966体育館・器具入室
1,1413R1964東寮
5533R1965南寮
551R1965寮管理棟
461R1964学習室
401S1996ポンプ設備室
231B1966食品庫
511B1966プール付属室
531R1966準備室
231B1968体育器具庫
3561S1968武道場
2783R1969西寮
971R1969浴室
1401R1969防災実験室
9894R1969北寮
961S1970創造教育センター
91B1970屋外便所
831B1970体育器具庫
3031R1972電子計算機室
331B1972更衣室
781S1971弓道場

1,6022R1973図書館
362R1973図書館渡廊下
2151S1977合宿研修施設
8821S1978第２体育館
4002S1978創造教育センター
791S1979簡易給水施設
6712R1981事務棟
8442R1983福利施設
1111B1983課外活動用器具庫
6043R1988女子寮
1441S1990車庫
451R1991受変電室

2,2074R1995情報デザイン棟
1,1294R1999専攻科棟
3,9205R1999総合科学教育棟
1,3374R2000専門共同教育棟・地域イノベーションセンター
201S2007課外活動用器具庫

単位：ｍ２
■広瀬キャンパス

計運動場敷地学寮敷地校舎敷地
103,44439,32015,69748,427

面積地上階構造設置年度名　　称
2,7994RC1974３号棟
2,0112RC1974４号棟
3061RC1976５号棟
7882RC1977６号棟
1,7223RC1978６号棟
7862RC1981７号棟
2,8504RC1986８号棟
4632RC1994９号棟（地域イノベーションセンター）
9393RC199510号棟
1,5383RC200311号棟（創造教育棟）
7352RC1974１号棟（管理棟）
1621RC1974車庫
291RC1974守衛室
111RC1974プロパン格納庫
1831CB1974物品倉庫
1162W1974書類倉庫
1,6012RC1974２号棟
1,0211S1974第１体育館（含管理室）
8931S1983第２体育館（　 〃　 ）
2251S1974武道館（柔剣道場）
1591CB1976屋外運動場付属施設
2281S1974部室
401S1974倉庫
2001RC1978合宿研修所
8962RC1985厚生会館
331CB1990女子更衣室

1,9055RC1975南寮
3,0255RC1984北寮
9174RC1982女子寮
1981RC1974設備機械室
401RC1974受水槽（1）
481FRP2003受水槽（2）

単位：ｍ２

運営費交付金
2,199,233千円

人件費
1,846,463千円

自己収入
475,866千円

施設整備費補助金
236,017千円

産学連携等研究収入
96,400千円

寄附金収入　45,521千円
施設費交付事業費　44,274千円 その他補助金　395,722千円

◆収入　3,493,033千円 ◆支出　3,481,839千円
物件費　教育研究費
600,381千円

その他補助金　395,722千円

産学連携等研究経費
96,040千円

寄附金事業費　31,885千円

物件費　一般管理費
231,057千円

施設整備費
280,291千円
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教育・研究等活動

外部資金受入状況（平成21年度）

■文部科学省等採択プロジェクト
金額研究種目

10,988社会人の学び直しニーズ対応教育推進事業
「組込み系ディジタルシステム設計技術習得プログラム」

12,132
社会人の学び直しニーズ対応教育推進事業
｢社会人・求職者の自己啓発型ネットワーキング技術スキ
ルアップ支援事業」

9,031
ものづくり分野の人材育成・確保事業「ＩＴの付加価値
分野を担うための次世代実践的ＩＴマネジメント人材育
成教育・研修」

78,080
大学教育充実のための戦略的大学連携支援プログラム
「超広域連携に立脚した高専版組込みスキル標準の開発
と実践」

23,000
大学教育・学生支援推進事業【テーマＡ】大学教育
推進プログラム「学生国際交流事業における教育の質の
保証」

16,500現代的教育ニーズ取組支援プログラム
「領域を超えた協働型環境ゼネラリストの育成」

19,000質の高い大学教育推進プログラム
「教学パーティーによる学習コンダクター育成」

49,863地域再生人材創出拠点の形成
PBLによる組込みシステム技術者の養成

218,594計

■科学研究費補助金
金額件数研究種目
8,9702基盤研究（Ｂ）
11,83010基盤研究（Ｃ）
28002挑戦的萌芽研究
7,9305若手研究（Ｂ）
3,8093若手研究（スタートアップ）
4,6391厚生労働科研費
3,1201新学術領域研究
4001奨励研究

43,49825計

単位：千円　間接経費含む

■共同研究
金額件数
5,07524

単位：千円　間接経費含む

単位：千円　間接経費含む

■受託研究
金額件数
29,64914

単位：千円　間接経費含む

■寄附金
金額件数
34,90443

単位：千円　間接経費含む

寄附研究部門「住環境システム開発研究部門（空調企業）」
　本校（名取キャンパス）は、空調企業株式会社（宮城県仙台市）
からの寄附により、平成22年１月１日、地域人材開発本部地域イ
ノベーションセンター内に寄附研究部門「住環境システム開発研
究部門（空調企業）」を設立しました。
　本研究部門は、地元企業との連携・協力のもと、①室内環境改
善機器の開発及び性能検証、②住環境の改善手法の総合的な技術
開発と研究及び空間内の設備機器とそのエネルギー消費量の予
測・制御を行うシステムの開発、③環境・エネルギー・安全・健
康に関連する分野を中心に、地域の市民生活の向上と産業振興に
寄与することを目的とします。



産学官金連携（協定）一覧 学

①東北大学大学院工学研究科、情報科学研究科、
　環境科学研究科と協定

②東北大学情報シナジーセンター
　（現：サイバーサイエンスセンター）と協定

③東北大学医工学研究科と協定

④ＪＡＸＡと協定

⑤山形大学工学部と協定

⑥宮城県高等看護学校と協定

⑦東北工業大学と協定

■大学等教育研究機関

①宮城県基盤技術高度化支援センターと連携協定

②名取市と連携協定

③宮城県立がんセンターと連携協定

④ＪＳＴイノベーションプラザ宮城並びに
　イノベーションサテライト岩手と連携協定

⑤宮城県産業技術総合センターとの連携協定

■官公庁

①産学連携振興会（１３２社）

②みやぎ産業振興機構と連携協定

■産業界

①商工組合中央金庫仙台支店と連携協定

②杜の都信用金庫と連携協定

■金融機関

仙台高専

62

平成22年７月11日現在
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平成22年４月１日現在

協定締結年月日大学等名相手国

宮城高専 1991年10月29日
仙台高専 2009年10月１日仁荷工業専門大学大 韓 民 国

宮城高専 2009年１月29日
仙台高専 2009年10月１日青雲大学校

宮城高専 2002年３月26日
仙台電波高専 2006年９月11日
仙台高専 2009年10月１日

メトロポリア応用科学大学フィンランド共和国

仙台電波高専 2009年１月20日
仙台高専 2009年10月１日トゥルク応用科学大学

宮城高専 2003年３月18日
仙台高専 2009年10月１日フェリックス・フェッヒェンバッハ・ベルーフスコレークドイツ連邦共和国

仙台電波高専 2006年３月10日
仙台高専 2009年10月１日モンクット王ラカバン工科大学タ イ 王 国

仙台電波高専 2008年６月13日
仙台高専 2009年10月１日リールA技術短期大学フ ラ ン ス 共 和 国

宮城高専 2009年８月24日
仙台高専 2009年10月１日ワイカト工科大学ニュージーランド

フランス共和国
リールA技術短期大学

ドイツ連邦共和国
フェリックス-フェッヒェンバッハ-ベルーフスコレーク

フィンランド共和国
メトロポリア応用科学大学
トゥルク応用科学大学

大韓民国
仁荷工業専門大学
青雲大学校

タイ王国
モンクット王ラカバン工科大学

ニュージーランド
ワイカト工科大学
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名取キャンパスマップ 広

1
243

7

8

9

12

14

13

15

17
16

18

19

20

21

22 23

10

11

5

6

1 正門
2 守衛室
3 第１体育館
4 第２体育館
5 武道館
6 プール

17 野球場
18 テニスコート
19 弓道場
20 合宿研修施設
21 萩工会館

22 萩花寮
23 事務棟

7 創造教育センター
8 機械・材料棟
9 建築・電気棟
10 電子計算機室
11 情報デザイン棟
12 専門教育・イノベーションセンター棟
13 専攻科棟
14 総合科学教育棟
15 図書館
16 陸上競技場

1 正
2 守
3 １
4 ２
5 ３
6 ４
7 ５
8 ６
9 ７
10 ８
11 ９
12 10
13 11
14 厚
15 第
16 第

1
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アクセスマップ

■JR 利用の場合
○JR仙台駅から東北本線・常磐線・阿武隈急行線仙台空港アクセス線
に乗車約12分

○JR名取駅下車、バス約10分、徒歩約25分

■名取市バス「なとりん号」 利用の場合
○名取駅西口のりばから、県立がんセンター線に乗車約10分、「仙台高
専名取キャンパス前」下車

■車 利用の場合
○東北道仙台南ICから約10km約20分
○仙台空港から約10km約15分

■航空機 利用の場合
○仙台空港から名取駅までは、仙台空港アクセス鉄道で、約10分。名取
駅からは、徒歩もしくは名取市バス「なとりん号」をご利用ください。

■JR 利用の場合
○JR仙台駅から仙山線に乗車約25分
○JR山形駅から仙山線快速で約55分
○JR愛子駅下車、徒歩約15分

■仙台市営バス 利用の場合
○仙台駅西口バスプール10番のりばから、作並温泉、定義、白沢車庫行
き約42分、「仙台高専広瀬前」下車、徒歩５分

■車 利用の場合
○東北道仙台宮城ICから山形方面へ約6.5km約10分
○仙台駅から西道路、R48経由で約12.5km約30分

■航空機 利用の場合
○仙台空港からJR仙台駅までは、仙台空港アクセス鉄道で、約25分（快
速17分）。仙台駅からは、JRもしくは仙台市営バスをご利用ください。

名取キャンパス（旧宮城工業高等専門学校） 広瀬キャンパス（旧仙台電波工業高等専門学校）
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　本校は平成21年10月に宮城工業高等専門学校と仙台電波工業高等専門学

校が統合されて一つになったスーパー高専です。宮城高専は47年の歴史、仙

台電波高専は39年、その前身の東北無線電信講習所も数えると67年の歴史

をもち、これまで沢山の優れた卒業生を輩出してきました。この４月から新し

い高専の１年生が入学し、名実共に新たな門出となりましたが、このように２

つの高専が統合されたスーパー高専は全国に４つしかなく、その発展が期待

され注目されています。

　統合によって学科数を２つ減らして時代に適合した７学科構成に改めると

共に、専攻科を強化して定員を約２倍に拡張しました。また、３つのセンター

（地域イノベーションセンター、CO-OP教育センター、ICT先端開発センター）

を設立し、地域社会との連携、地域貢献、人材育成等を目指しています。

　資源の少ない日本が、国を支え、さらに世界に貢献していく国になるために

は科学技術創造立国しかありませんが、その中核を支えるのは実践力や創造

力のある技術者です。それもこれからの新たな技術に柔軟に対応できる基礎

と応用力を持ち、何よりも人間性豊かな人材が必要不可欠で、それを育てる

のがこの仙台高等専門学校の理念です。

　今後、いよいよ激しい国際競争の時代になっていくと思います。これに打ち

勝っていける実力を養うと共に社会に出た時はリーダーとして人を引っ張っ

ていける人材になることが期待されています。そのためには実践的専門を学

ぶと同時に一般教養や人間性をも学ぶ必要があります。このように考えると

高専準学士課程の５年間あるいはその上の専攻科も入れた７年間は短かす

ぎるとも言える期間ですが、単に知識を学ぶだけでなく、密度の高い教育に

よって在学中に真の実力や人間性を養うと共に、卒業後も向上し続ける人材

の育成を目指しています。

高度化再編した
仙台高等専門学校とその理念

仙台高等専門学校　校長

内 田  龍 男

中央教育審議会答申「高等専門学校教育の充実について
－ものづくり技術力の継承・発展とイノベーションの創出を目指して－」の概要
１．高等専門学校教育の現状と社会経済環境の変化
　　○高等専門学校は、中学校卒業後からの５年一環の準学士課程とそれに続く２年間の専攻科での実践的教育により、実

践的・創造的な技術者を養成

　　○卒業生の高い就職率・求人倍率に見られるように、社会から高く評価

　　○社会経済環境の変化:高等教育のユニバーサル化、技術の高度化、15歳人口の減少、理科への関心の薄れ、進学率の上

昇、地域連携強化の必要性の高まり、行財政改革の進展

２．高等専門学校教育の充実の方向性
　【基本的考え方】

　　○それぞれの高等専門学校が自主的・自立的改革に不断に取組み、社会経済環境の変化に積極的に対応

　　○中堅技術者の養成から、幅広い場で活躍する多様な実践的・創造的技術者の養成へ

　　○多様な高等教育機関のうちの一つとして本科・専攻科の位置付けを明確に

　　○産業界や地域社会との連携を強化し、ものづくり技術力の継承・発展を担いイノベーション創出に貢献する技術者等

の輩出へ

　【具体的方策】

　　①教育内容・方法等の充実

　　　毅地域の産業界等との幅広い連携の促進、「共同教育」の充実

　　　毅一般教育の充実

　　　毅技術科学大学との連携の強化

　　　毅自学自習による教育効果も考慮した単位計算方法の活用

　　　毅退職技術者を含む企業人材等の活用

　　②入学者の確保及び多様な学生への支援

　　③大学への編入学者増加への対応

　　④教育基盤の強化

　　　毅教員等の確保、FDの実施等、施設・設備の更新・高度化、事務部門強化、財政支援の充実

　　⑤教育研究組織の充実

　　　毅科学技術の高度化等に対応した学科のあり方の見直し

　　　毅工業・商船以外の新分野への展開

　　　毅地域のニーズを踏まえた専攻科の整備・充実等

　　　毅地域と連携しつつ国立高等専門学校の再編・整備について検討

　　⑥高等専門学校の新たな展開

　　　毅公立の専門高校や大学校等を基に新たな公立高等専門学校を設置する可能性を含め、潜在的需要を発掘し、需要が

ある場合には支援方策等について検討

　　⑦社会との関わりの強化

　　　毅留学生受入れ、教員の海外派遣、海外技術協力など国際的な展開の推進

　　　毅広報活動強化による認知度向上、共同研究の推進、公開講座等の展開
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